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建 設 常 任 委 員 会 記 録

１．会議日時

平成１９年３月９日（金）午前１０時　　　　開会

　　　　　　　　　　　　午後　３時５０分　散会

１．場所

第二委員会室

１．出席委員

委 員 長� 山本靖一 � 副委員長� 木村勝彦 � 委　　員� 原田　平

委　　員� 本保加津枝 � 委　　員� 野原　修 �

１．欠席委員

なし

１．説明のため出席した者

市　長　森山一正� 助　役　小野吉孝

都市整備部長　岩田延弘� 同部次長兼都市計画課長　粟屋保英

同部参事兼建築指導課長　中谷久夫　　同部参事兼建築住宅課長　長野俊郎

都市計画課参事　新留清志� まちづくり支援課長　土井正治　　同課参事　鬼追弘臣

建築指導課参事　大田博和� 建築住宅課参事　林　弘一

土木下水道部長　山脇　智� 同部次長兼下水道管理課長　宮川茂行

同部参事兼公園みどり課長　野畑一雄　　同部参事兼道路課長　藤井義己

同部参事兼交通対策課長　水田和男　　公園みどり課参事　勝　松男

道路課参事　堀　和夫� 下水道業務課長　石川裕司

下水道管理課参事　山口　繁　　同課参事　渡場修一　　下水道整備課長　渡辺勝彦

水道部長　池田三紀夫�

１．出席した議会事務局職員

事務局長　岸本文夫� 同局書記　湯原正治

１．審査案件（審査順）

議案第　１号　平成１９年度摂津市一般会計予算所管分

議案第　９号　平成１８年度摂津市一般会計補正予算所管分

議案第３１号　摂津市道路占用料徴収条例の一部を改正する条例制定の件

議案第　６号　平成１９年度摂津市公共下水道事業特別会計予算

議案第１３号　平成１８年度摂津市公共下水道事業特別会計補正予算

議案第　２号　平成１９年度摂津市水道事業会計予算

議案第１０号　平成１８年度摂津市水道事業会計補正予算

請願第　２号　下水道使用料金の値上げ中止を求める請願

－ 1 －



（午前１０時　開会）

○山本靖一委員長　ただいまから建設常

任委員会を開会します。

　理事者からあいさつを受けます。

　森山市長。

○森山市長　おはようございます。連日、

代表質問等でお疲れのところ、きょうは

委員会をお持ちいただきまして、大変あ

りがとうございます。

　本日は、過日の本会議で付託されまし

た案件についてご審議を賜るわけでござ

いますが、どうぞ慎重審議の上、ご可決

賜りますよう、よろしくお願い申し上げ

ます。

　なお、私は退席をいたしますけれども、

在庁いたしておりますので、どうぞよろ

しくお願いします。ありがとうございま

す。

○山本靖一委員長　あいさつが終わりま

した。

　本日の委員会記録署名委員は、野原委

員を指名します。審査の順序につきまし

ては、お手元に配付しています案のとお

り行うことに異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○山本靖一委員長　異議なしと認め、そ

のように決定します。

　暫時休憩します。

（午前１０時１分　休憩）

（午前１０時２分　再開）

○山本靖一委員長　再開します。

　議案第１号所管分及び議案第９号所管

分の審査を行います。

　補足説明を求めます。

　山脇土木下水道部長。

○山脇土木下水道部長　議案第１号、平

成１９年度摂津市一般会計予算のうち、

土木下水道部にかかわる部分につきまし

て、目を追って主なものについて補足説

明をさせていただきます。

　まず、歳入でございますが、３６ペー

ジをお開き願います。

　款１３、使用料及び手数料、項１、使

用料、目３、衛生使用料では、節３、ク

リーンセンター使用料は、独立行政法人、

鉄道建設・運輸施設整備支援機構が施行

する（仮称）吹田貨物ターミナル駅の建

設事業において、工事用車両がクリーン

センター敷地内を通過することに伴い、

同機構から使用料を徴収するほか、関西

電力の電柱と支線の占用料でございます。

目４、農林水産業使用料では、節１、水

路使用料は、法定外水路占用料でござい

ます。目５、土木使用料では、節１、道

路使用料は道路占用料でございます。

　３７ページ、節３、公園使用料は、関

西電力の電柱などの公園占用料でござい

ます。節４、駐車場使用料は、自動車及

び自転車駐車場の使用料と駐車場用地使

用料でございます。

　３９ページ、項２、手数料、目１、総

務手数料では、節１、総務手数料は下か

ら１行目の諸証明手数料は、道路幅員証

明手数料でございます。

　４０ページ、目２、衛生手数料では、

節５、し尿処理手数料は、し尿処理及び

浄化槽汚泥の処分に係る手数料でござい

ます。目３、農林水産業手数料では、節

２、明示手数料は水路敷地境界明示手数

料でございます。目４、土木手数料では、

節１、明示手数料のうち上から２行目の

道路敷地境界等明示手数料でございます。

　４４ページ、款１４、国庫支出金、項

２、国庫補助金、目２、土木費国庫補助

金では、節２、地籍調査費補助金は、都

市再生地籍調査委託補助金でございます。

　５４ページ、款１５、府支出金、項２、

府補助金、目６、土木費府補助金では、

節２、地籍調査費補助金は、都市再生地

籍調査委託補助金でございます。
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　５６ページ、項３、委託金、目３、土

木費委託金では、節１、土木管理費委託

金は、河川環境整備工事委託金と自転車

等移動保管業務委託金と、鶴野橋外ポン

プ管理委託金でございます。

　６４ページ、款１９、諸収入、項４、

目１、雑入では、節１、雑収入のうち、

上から１５行目の路上放棄車処理協力金

と、その下、自転車等移動保管料と、そ

の下、自転車等鉄屑処分金と、その下、

踏荒し整地料でございます。

　続きまして歳出でございますが、１４

２ページをお開き願います。

　款４、衛生費、項２、清掃費、目１、

清掃総務費では、その主なものといたし

まして、節７、賃金では、上から２行目、

臨時職員賃金は、し尿収集事務に係る下

水道業務課の臨時職員の賃金でございま

す。

　１４６ページ、目３、し尿処理費では、

その主なものとしまして、節７、賃金は

クリーンセンターのし尿等の前処理業務

に従事する臨時職員の賃金でございます。

節１１、需用費は、クリーンセンターに

おける消耗品費、光熱水費、修繕料等で

ございます。節１３、委託料は、し尿収

集運搬委託料のほか、クリーンセンター

の諸施設に係る委託料でございます。

　１４７ページ、節１９、負担金、補助

及び交付金は、本市のし尿及び浄化槽汚

泥が吹田市の正雀終末処理施設で処理さ

れていることに伴う同施設の維持管理負

担金及び整備負担金でございます。節２

２、補償、補填及び賠償金は、し尿くみ

取り世帯数の減少に伴うし尿業者への補

償金などでございます。

　１５２ページ、款５、農林水産業費、

項１、農業費、目４、農業水路費では、

農業水路の維持管理に係る経費で、その

主なものとしまして、節７、賃金は、地

元農業関係者による水路しゅんせつ等に

係る賃金でございます。節１１、需用費

は、農業用施設の光熱水費と修繕料等で

ございます。節１３、委託料は、河原樋

ポンプ場ほか１件の管理業務委託料でご

ざいます。

　１５３ページ、節１５、工事請負費は、

農業水路に係る雑工事と用水側溝改良工

事でございます。節１９、負担金、補助

及び交付金は、神安土地改良区による水

路整備事業等の実施に伴う融資資金の償

還金負担金及び排水施設維持管理負担金

等でございます。

　１５９ページ、款７、土木費、項１、

土木管理費、目１、土木総務費では、そ

の主なものとしまして節１３、委託料は、

土木施設の維持に係る作業業務委託料で

ございます。節２８、繰出金は、公共下

水道事業特別会計への繰出金でございま

す。

　１６０ページ、目２、交通対策費では、

その主なものとしまして、節１３、委託

料は交通指導業務委託料、放置自転車等

移動委託料及び公共施設巡回バス運行管

理業務委託料等でございます。

　１６１ページ、節１５、工事請負費は、

道路反射鏡設置工事と交差点改良工事と

路面標示設置工事でございます。節１９、

負担金、補助及び交付金は、その主なも

のとしまして、市内循環バス運行補助金

と駐車場整備工事負担金等でございます。

　１６２ページ、項２、道路橋りょう費、

目１、道路橋りょう総務費では、その主

なものとしまして、節１３、委託料は、

都市再生地籍調査業務委託料と駅前広場

管理委託料等でございます。

　１６３ページ、目２、道路維持費では、

道路管理に係る維持管理経費のほか、市

内環境維持業務委託や道路維持工事など

の事業費でございます。目３、道路新設
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改良費では、その主なものとしまして、

節１５、工事請負費では、鳥飼西二丁目

地内道路改良工事でございます。

　１６４ページ、目４、交通安全対策費

では、その主なものとしまして、節１５、

工事請負費は、千里丘４５号線道路改良

事業や歩道段差切り下げなどの交通安全

対策工事の事業費でございます。

　１６５ページから１６６ページにかけ

て、項３、水路費、目１、排水路費では、

その主なものとしまして、節１１、需用

費は、排水路施設の光熱水費と修繕料等

でございます。節１３、委託料は、排水

路やポンプ場等の維持管理に係る委託料

でございます。節１５、工事請負費は、

排水路に係る雑工事でございます。節１

９、負担金、補助及び交付金は、番田水

門設置に伴い実施する内水対策事業の建

設負担金でございます。

　１６８ページ、項４、都市計画費、目

１、都市計画総務費では、その主なもの

としまして、節１、報酬は、緑化推進嘱

託員の報酬でございます。節７、賃金は、

緑化推進員の賃金でございます。

　１７２ページ、目３、緑化推進費では、

その主なものとしまして、節１６、原材

料費は、花いっぱい活動助成を初め、市

内花壇等の花の苗、土、肥料等の購入費

でございます。

　１７３ページ、目４、公園管理費では、

その主なものとしまして、節１１、需用

費は、公園等の光熱水費と修繕料でござ

います。節１３、委託料は、公園等施設

の機能保持を図るための管理委託料と、

公園台帳の作成委託料並びに公園等の砂

場の消毒と清掃委託料でございます。節

１５、工事請負費は、遊具や管理施設な

どの取りかえ、改修工事などでございま

す。

　１７４ページ、目５、都市公園事業費

では、節１９、負担金、補助及び交付金

は、安威川ふれあいづつみ事業に要した

神安土地改良区への償還金負担金でござ

います。

　１８６ページ、款８、消防費、項１、

消防費、目３、水防費では、その主なも

のとしまして、節１６、原材料費は水防

資材の購入費でございます。

　１８７ページ、節１９、負担金、補助

及び交付金では、上から３行目の淀川右

岸水防事務組合に対する負担金と、その

下、２行目の安威川ダムの建設に係る水

源地域対策特別措置法第１２条に基づく

負担金等でございます。

　以上、歳出の説明といたします。

　続きまして、１２ページ、第３表の債

務負担行為につきましては、上から２段

目の府営まちづくり水路整備事業でござ

います。当該事業は大阪府が事業主体と

なって実施するもので、番田水路にある

１２か所の樋門について、補修、改修、

電動化を行うとともに、水位計を設置す

るものでございます。工事期間は平成１

９年度から平成２２年度の４か年となっ

ており、今回の債務負担行為は平成１９

年度事業分に係る本市負担分について、

期間及び限度額を定めるものでございま

す。なお、本事業に係る本市負担金につ

いては、神安土地改良区が融資資金によ

り立てかえることから、神安土地改良区

の融資資金の償還にあわせて、本市が神

安土地改良区に償還金相当の負担金を支

払うものでございます。

　以上、債務負担行為の説明といたしま

す。

　続きましてですが、し尿収集業者への

補償問題と、平成１９年度の予算措置に

ついてご説明を申し上げたいと思ってお

ります。

　し尿収集業者に対しましては、合特法

－ 4 －



の趣旨を尊重した協定書や覚書に基づい

て、代替業務の供与とともに、金銭によ

る補償を行っておりますが、代替業務の

供与期間が定まっていないことが懸案と

なっており、解決を図るべく、本年度に

おいて鋭意し尿収集業者とも協議を重ね

てまいり、一定の協議を経て、現在、代

替業務の公園ごみ収集業務を、ごみ収集

運搬業務などにシフト換えの最終的な調

整を行っているところでございます。

　このような状況ではございますが、平

成１９年度予算においては、現在、市の

方針を反映させた予算編成といたしてお

ります。

　その内容については、１点目は、従来

の協定書や覚書に基づく代替業務は平成

１８年度で終える。これとあわせて２点

目は、代替業務の供与に伴う補償単価の

減額調整をやめる。３点目は、市は浜野

興業が廃業した際の事情に配慮し、新た

な補償として平成１９年から４年間、従

来の公園ごみ、死獣、自転車撤去を委託

するか、もしくは従来の業務の一部を、

収集運搬業務等にかえて委託することが

できるというものでございます。浜野興

業廃業時の事情といいますのは、平成１

４年の３月２６日に、浜野興業が急遽廃

業し、市が木本興産に浜野興業収集地域

の収集をお願いした際に、木本興産は本

市の要望にこたえ、円滑に業務を遂行す

るために、浜野興業の従業員を４名雇用

したというものでございます。

　このような方針のもと、平成１９年度

一般会計予算においては、代替業務のう

ち公園ごみの収集業務委託をやめて、か

わりに生活環境部において収集業務委託

等が可能となるよう、予算編成をいたし

ております。また、公園ごみの収集等に

ついては、土木維持作業業務委託料の中

で実施すべく予算編成をいたしたところ

でございます。

　その内容についてですが、予算書１７

３ページでございますが、款７、土木費、

項４、都市計画費、目４、公園管理費、

節１４、委託料の公園管理委託料につき

ましては、前年度に比べまして２，２１

９万９，０００円減額となっております。

そのうち公園ごみ委託分につきましては

２，１８８万７，４００円を減といたし

ております。

　これにかわりまして１５９ページ、款

７、土木費、項１、土木管理費、目１、

土木総務費、節１３、委託料の土木維持

作業業務委託において、１，０００万円

の増といたしております。

　また、１４４ページの款４、衛生費、

項２、清掃費、目２、塵芥処理費、節３、

委託料は、ごみ収集業務委託などの委託

が可能となるよう増額いたしております。

　また、本年度委託します自転車移動委

託及び死獣処理委託につきましては、こ

のような理由から新たな補償の一環とし

て供与するもので、従来の協定書や覚書

を根拠にするものではございません。本

来、予算計上前にご説明を申し上げるべ

きところでございますが、調整に時間を

要しており、現時点で詳細にご説明でき

る状況ではございませんが、調整後は速

やかにご説明したいと考えておりますの

で、ご理解賜りますようお願い申し上げ

ます。

　続きまして、議案第９号、平成１８年

度摂津市一般会計補正予算（第４号）の

うち土木下水道部にかかわる部分につき

まして、目を追って主なものについて補

足説明をさせていただきます。

　まず、歳入でございますが、１６ペー

ジをお開き願います。

　款１３、使用料及び手数料、項１、使

用料、目３、衛生使用料では、節３、ク

－ 5 －



リーンセンター使用料は、本年度より独

立行政法人鉄道建設・運輸施設整備支援

機構が施工いたしております、（仮称）

吹田貨物ターミナル駅建設事業に伴い、

工事用車両がクリーンセンター内を通行

することから、行政財産の目的外使用と

して同機構より新たに使用料を徴収した

ために、増額となるものでございます。

目５、土木使用料では、節１、道路使用

料は大阪ガスなどの占用料が増額となる

ものでございます。

　２１ページ、款１５、府支出金、項３、

委託金、目３、土木費委託金では、節１、

土木管理費委託金は、河川環境整備工事

委託金と、鶴野橋外ポンプ管理委託金で、

委託金額が確定したことにより減額とな

るものでございます。

　２２ページ、款１７、寄附金、項１、

寄附金、目１、寄附金では、節１、寄附

金は、緑化事業寄附金１件を歳入いたし

ております。

　２４ページ、款１９、諸収入、項４、

雑入、目１、雑入では、節１、雑収入の

うち下から１行目、路上放棄車処理協力

金は、年度末見込みにより減額となるも

のでございます。

　続きまして、歳出につきましてご説明

申し上げます。

　４８ページ、款４、衛生費、項２、清

掃費、目３、し尿処理費では、節１１、

需用費は印刷製本費や光熱水費の年度末

見込みにより減額となるものでございま

す。節１３、委託料は、し尿及び浄化槽

汚泥の沈砂槽などの清掃委託料で、委託

金額が確定したことにより減額となるも

のでございます。節１９、負担金、補助

及び交付金は、正雀終末処理施設維持管

理負担金については、年度末見込みから

減額となるもので、正雀終末処理施設整

備負担金については、負担金額が確定し

たことにより減額となるものでございま

す。節２２、補償、補填及び賠償金は、

し尿処理世帯の減少に対する業者補償に

ついて、前年度の減少世帯数が確定した

ことにより減額となるものでございます。

　４９ページ、款５、農林水産業費、項

１、農業費、目４、農業水路費では、節

７、賃金は、農業用水路しゅんせつ賃金

の金額が確定したことにより減額となる

ものでございます。節１１、需用費は、

農業用施設の光熱水費と修繕料等で、執

行差金を減額するものでございます。節

１５、工事請負費は、農業水路に係る雑

工事の執行差金を減額とするものでござ

います。

　５０ページ、節１９、負担金、補助及

び交付金では、地盤沈下対策事業償還金

負担金について、神安土地改良区が農地

転用時の決済金により繰上償還したこと

に伴い、償還金負担金が減額となるもの

でございます。

　５１ページ、款７、土木費、項１、土

木管理費、目１、土木総務費では、その

主なものとしまして、節１４、使用料及

び賃借料は、電子複写機レンタル料の金

額が確定したことにより、減額となるも

のでございます。節２８、繰出金は、公

共下水道事業特別会計繰出金の年度末見

込みにより減額となるものでございます。

　５２ページ、目２、交通対策費では、

その主なものとしまして、節１３、委託

料は、交通指導業務委託料及び設計委託

料の金額が確定したことにより、減額と

なるものでございます。節１５、工事請

負費は、交通安全対策工事の金額が確定

したことにより、減額となるものでござ

います。

　５３ページ、項２、道路橋りょう費、

目１、道路橋りょう総務費では、その主

なものとしまして、節１２、役務費は、

－ 6 －



放置自動車撤去に伴うリサイクル料金が

確定したことにより減額となるものでご

ざいます。節１３、委託料は、放置自動

車撤去委託料、現況平面図等修正及び認

定道路網図作成委託料などの金額が確定

したことにより、減額となるものでござ

います。目２、道路維持費では、節１３、

委託料は路面清掃委託料、市内環境維持

業務委託料の金額が確定したことにより、

減額となるものでございます。節１５、

工事請負費は道路維持工事の執行差金を

減額とするものでございます。目３、道

路新設改良費では、節１３、委託料は測

量設計委託料の金額が確定したことによ

り、減額となるものでございます。節１

５、工事請負費は、道路新設改良工事の

執行差金を減額とするものでございます。

　５４ページ、目４、交通安全対策費で

は、節１５、工事請負費は交通安全対策

工事の執行差金を減額とするものでござ

います。項３、水路費、目１、排水路費

では、節１１、需用費は排水路施設の光

熱水費などの執行差金を減額するもので

ございます。節１３、委託料は、残土等

の受入処分の減少及びポンプ場設備保守

点検委託料、味舌ポンプ場水路系維持管

理業務委託料の金額が確定したことによ

り、減額となるものでございます。

　５５ページ、節１５、工事請負費は、

排水路に係る雑工事の執行差金を減額と

するものでございます。節１８、備品購

入費は、機械器具費の金額が確定したこ

とにより減額となるものでございます。

節１９、負担金、補助及び交付金は、番

田水門内水対策負担金について、新規融

資分の利率確定などにより減額となるも

のでございます。

　５７ページ、項４、都市計画費、目１、

都市計画総務費では、節２５、積立金は、

寄附金を緑化基金に積み立てるものでご

ざいます。

　５８ページ、目３、緑化推進費では、

節１４、使用料及び賃借料は、ＪＲ千里

丘駅西口で放置自転車対策のための駐輪

ラック工事実施に伴い、花壇への草花の

植栽を中止したため、減額となるもので

ございます。節１６、原材料費は、花壇

などの維持管理用の原材料費が減額とな

るものでございます。目４、公園管理費

では、その主なものとしまして、節１５、

工事請負費は、公園遊具取りかえ工事の

執行差金を減額とするものでございます。

節１８、備品購入費は公用車両の購入金

額が確定したことにより、減額となるも

のでございます。節１９、負担金、補助

及び交付金は、ちびっこ広場管理補助金

の金額が確定したことにより、減額とな

るものでございます。

　６０ページ、款８、消防費、項１、消

防費、目３、水防費では、節１６、原材

料費は水防資材の購入費の執行差金を減

額とするものでございます。

　以上、補正予算内容の補足説明とさせ

ていただきます。

○山本靖一委員長　岩田都市整備部長。

○岩田都市整備部長　それでは、議案第

１号、平成１９年度摂津市一般会計予算

のうち、都市整備部にかかわる部分につ

きまして、目を追って主なものについて

補足説明をさせていただきます。

　まず、歳入でございますが、３７ペー

ジ、款１３、使用料及び手数料、項１、

使用料、目５、土木使用料のうち公営住

宅使用料は、市営住宅使用料等でござい

ます。

　次に４０ページ、項２、手数料、目４、

土木手数料では、諸証明手数料等でござ

います。

　次に４４ページ、款１４、国庫支出金、

項２、国庫補助金、目２、土木費国庫補
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助金のうち、都市計画費補助金は、耐震

改修促進計画補助金と耐震診断補助金で

ございます。また、住宅費補助金は、市

営住宅建替えに伴う地域住宅交付金でご

ざいます。

　次に５４ページ、款１５、府支出金、

項２、府補助金、目６、土木費府補助金

のうち都市計画費補助金は、耐震診断補

助金等でございます。

　次に５７ページ、項３、委託金、目３、

土木費委託金のうち都市計画費委託金の

主なものは、都市計画法施行事務取扱委

託金等でございます。

　次に６４ページ、款１９、諸収入、項

４、雑入、目１、雑入のうち雑収入は、

上から９行目、都市計画図売却収入から、

１３行目の入居者負担金までの３件でご

ざいます。

　次に歳出でございますが、１６８ペー

ジ、款７、土木費、項４、都市計画費、

目１、都市計画総務費では、都市計画審

議会委員報酬及び事務執行経費でござい

ます。

　１７０ページ、委託料は電波障害対策

施設等維持管理委託料及び耐震改修促進

計画委託料でございます。このうち耐震

改修促進計画委託料は、昨年国土交通省

より出されました建築物の耐震診断及び

耐震改修の促進を図るための基本的な方

針で、民間建物の耐震化率の目標が示さ

れており、目標に向けた摂津市の耐震促

進計画を策定するものでございます。次

に、備品購入費は、庁用器具費でござい

ます。負担金、補助及び交付金のうち当

部に関係いたしますものは、１行目、大

阪府都市計画協会負担金ほか９件の負担

金及び阪急正雀駅及びＪＲ千里丘駅のエ

レベーター設置補助金と耐震診断補助金

でございます。

　１７１ページ、目２、街路事業費のう

ち報償費等は、都市景観事業に伴う都市

景観まちづくり審議会並びに都市景観ア

ドバイザー委員会の報償金及び事務経費

でございます。

　１７７ページ、項５、住宅費、目１、

住宅管理費では、住宅管理人報酬及び事

務執行経費でございます。

　１７８ページ、委託料は、住宅管理に

伴う緊急通報設備管理委託料等と基本設

計等業務委託料でございます。このうち

基本設計等業務委託料は鳥飼野々団地及

び鯵生野団地を、旧市民プール跡地への

建替えを行うための基本設計等を行うも

のであります。工事請負費は、旧市民プー

ル解体工事に係るものであります。

　以上、予算内容の補足説明とさせてい

ただきます。

　続きまして、議案第９号、平成１８年

度摂津市一般会計補正予算（第４号）の

うち都市整備部にかかわる部分につきま

して、目を追って主なものについて補足

説明をさせていただきます。

　歳出でございますが、５６ページ、款

７、土木費、項４、都市計画費、目１、

都市計画総務費では、報酬、旅費、需用

費等は事業にかかわる経費の執行差金で

あります。このうち負担金、補助及び交

付金は、阪急正雀駅及びＪＲ千里丘駅の

エレベーター設置補助にかかわるもので、

大阪府補助金の増額及び工事の落札差金

等でございます。

　５７ページ、目２、街路事業費では、

報償費、需用費、役務費は、都市景観事

業等にかかわる経費の執行差金でありま

す。工事請負費、補償、補填及び賠償金

は、千里丘三島線交差点改良事業にかか

わる経費の落札差金及び執行差金であり

ます。

　５９ページ、項５、住宅費、目１、住

宅管理費では、住宅管理に伴う経費及び
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建替え基本構想策定委託料にかかわる落

札差金及び執行差金であります。市営住

宅整備基金積立金は、市営住宅の整備及

び管理を適正に履行するため、財源の確

保をいたすものでございます。

　最後に９ページ、第３表、繰越明許費

につきましては、ＪＲ千里丘駅エレベー

ター設備補助事業におきまして、詳細設

計において実施したボーリング調査の結

果、当初の想定より地下水位が高く、本

年度中に実施を予定しておりました杭工

事及び基礎工事に先立ち、薬液注入によ

る止水工事が必要となり、年度内の完成

が困難となったためであります。

　以上、補正予算内容の補足説明とさせ

ていただきます。

○山本靖一委員長　山脇部長の方から、

合特法に基づく業者の補償問題について、

今、口頭で説明いただいたんですけど、

業者との交渉とか、組合との協議とか、

まだいろいろ進めていかなくてはならな

いことがあると思うんですけれども、今

までの内容と、今進めていることについ

ての違い。金額も、それからやり方につ

いても変化が出てくると思うんですけれ

ども、そういうことについてわかるよう

な資料を用意をしていただきたいと思い

ます。そのことでまた審議を進めていき

たいというふうに思いますので、お願い

したいと思います。

　それでは、質疑をお受けしたいと思い

ます。

　野原委員。

○野原委員　おはようございます。それ

では、番号で質問していきますので、お

答えは番号の方でよろしくお願いしてお

きます。

　まず１番目といたしまして、予算書の

３７ページ、市営住宅使用料が昨年より

９万円低くなっております。その理由を

お聞かせください。

　２番目としまして、予算書６４ページ、

自転車等移動保管料４１８万５，０００

円から３９１万５，０００円になってい

る減額の理由をお聞かせください。

　３番目といたしまして、自転車等鉄屑

処分金、これは２４万円。これは昨年も

質問させてもらったんですが、金額が変

わっておりません。これのご説明もよろ

しくお願いします。

　４番目、予算書１６０ページ、交通対

策費、需用費の修繕料８７万１，０００

円から２５１万８，０００円に増加して

おります。この１６４万７，０００円ふ

えている理由をお聞かせください。

　５番目、予算書１６０ページ、委託料、

交通指導業務委託料９９５万５，０００

円から８０７万８，０００円に減額、１

８７万７，０００円少なくなっておりま

す。この理由をお聞かせください。

　６番目、予算書１６０ページ、委託料、

駐車場管理委託料１億２，２３３万３，

０００円から１億２，５８８万３，００

０円。３５５万円ふえております。この

理由もお聞かせいただきたいと思います。

　７番目、予算書１６０ページ、委託料、

自転車等保管事務所管理委託料７０５万

７，０００円から６７９万７，０００円

に２６万円減額になっております。この

理由もお聞かせください。

　８番目、予算書１６０ページ、委託料、

公共施設巡回バス運行管理業務委託料１，

１７０万５，０００円。それと１６１ペー

ジ、負担金、補助及び交付金の市内循環

バス運行補助金１，０００万円に対して

もお聞かせください。

　９番目、予算書１６１ページ、工事請

負費、路面標示設置工事２８６万円から

３８６万円、１００万円ふえております。

この理由をご説明ください。
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　１０番目、予算書１６１ページ、負担

金、補助及び交付金、駐車場整備工事負

担金５００万円出ております。その内容

をご説明ください。

　１１番目、予算概要の８６ページ、道

路管理事業、保険料１２万円から１９万

円になっております、この理由をお聞か

せください。

　１２番目、予算書１６３ページ、道路

維持費、需用費、修繕料３，５００万円

から４，５００万円になっております。

このふえている理由を聞かせてください。

　１３番目、予算書１６３ページ、道路

維持費、工事請負費、道路維持工事３，

９４０万円から８，０００万円になって

おります。また、概要の８７ページの雑

工事、道路維持１４０万円、転落防止柵

がなくなっている、この理由もお聞かせ

ください。

　１４番目、予算書１６３ページ、道路

新設改良費、委託料、測量分筆委託料２

００万円、工事請負費、道路新設改良工

事、前年１，３００万円、ことしが５０

０万円になっている両方の理由、説明を

よろしくお願いします。

　１５番、予算書１６４ページ、交通安

全対策費、工事請負費、交通安全対策工

事１，７３０万円から１，６５０万円、

８０万円減額になっております、この理

由もお聞かせください。

　１６番目、予算書１６４ページ、交通

安全対策費、補償、補填及び賠償金、補

償金として新しく４２０万円出ておりま

す。この理由をお聞かせください。

　１７番目、予算概要８８ページ、雑工

事業、交通安全対策工事２５０万円、前

年１３０万円からふえております。この

理由もお聞かせください。

　１８番目、予算概要８９ページ、千里

丘三島線道路改良事業、測量設計委託料

５００万円出ております。この理由もお

聞かせいただきたいと思います。

　１９番目、予算書１７８ページ、住宅

管理費、委託料の中の住宅用火災警報機

設置委託料２１０万円が出ております。

これは消防法の改定に伴う火災報知機の

設置と思われますが、この理由もご説明

ください。それと、基本設計等業務委託

料、今、部長の方からご説明いただいた

んですけど、１，８６０万円という根拠

を、もしわかるようでしたら同じくご説

明をよろしくお願いします。

　２０番目、予算書１７８ページ、工事

請負費、旧市民プール解体工事４，００

０万円上がっております。この４，００

０万円の内容をお聞かせいただきたいと

思います。

　２１番目、予算書１５９ページ、土木

管理費、委託料、今、山脇部長の方から

ご説明あったんですけど、今、委員長の

方からも言われたんですが、３，８００

万円から４，８００万円になっている、

今わかっている範囲で、先ほどの説明の

ところから、もう少し説明できるところ

があれば、説明をお願いしたいと思いま

す。

　２２番目、予算書の１７２ページ、緑

化推進費、負担金、補助及び交付金、摂

津市緑化推進連絡会補助金１５３万３，

０００円から２８万円に減額になってお

ります。この理由を聞かせてください。

　２３番目、予算書の１７３ページ、こ

れも先ほど説明があったんですけど、公

園管理委託料７，８５１万６，０００円

から５，６３１万７，０００円にご説明

はあったんですけど、もう少し詳しく教

えていただけたらと思います。

　２４番目、予算書の１７３ページ、工

事請負費、公園管理工事９５０万円から

１，４５０万円に増加しております。こ
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の理由をお聞かせください。

　２５番目、予算概要の９４ページ、花

壇等の維持管理充実事業、草花借上料１

６５万円がなくなっております。これも

今説明があったＪＲ千里丘駅西口花壇な

んかも含まれていると思うんですけど、

ほかのこともあればご説明をお願いしま

す。

　２６番目、予算書１７４ページ、負担

金、補助及び交付金、ちびっこ広場管理

補助金１２６万２，０００円。これの内

容をお聞かせください。

　以上です。

○山本靖一委員長　整理できたところか

ら答弁願います。

　長野参事。

○長野都市整備部参事　それでは、私の

方から、１番目の市営住宅の使用料、予

算書３７ページの分と、１９番目の住宅

火災警報機についてお答え申し上げます。

　まず、３７ページの公営住宅の使用料

でございますけども、ご質問のとおり平

成１８年度予算では７，４３９万７，０

００円。１９年度予算では７，４３０万

６，０００円と９万１，０００円の減額

となっております。市営住宅の家賃につ

きましては、平成８年度の公営住宅法の

改正によりまして、応能応益家賃となっ

ており、毎年１０月１日を基準日といた

しまして、入居者から前年度の収入申告

をしていただき、収入基準に基づき、４

月の家賃から新たな家賃になっておりま

す。予算計上時期と家賃の確定時期に時

間差があるため、１８年度予算では１６

年度の決算額で、１９年度予算では１７

年度の決算額に基づき予算を計上してい

るところでございますので、ご理解賜り

ますようお願いいたします。

　なお、減額の要因につきましては、各

年度の空き家募集の回数などに差がある

ことや、家賃が応能応益の家賃になって

いるため、入居者の収入の変化に応じま

して家賃も増減するなど、結果として減

額されたものと考えております。

　１９点目の、住宅の火災警報機の設置

委託料の２１０万円についてでございま

すけれども、先ほどの野原委員ご指摘の

とおり、住宅火災における逃げおくれな

どから大切な命を守るために、消防法が

改正されまして、本市におきましても火

災予防条例の一部が改正されておりまし

て、新築住宅については昨年の６月１日

から、また既存住宅につきましては、平

成２３年６月１日から適用されることに

なっております。１９年度予算で計上し

ております対象団地としましては、鳥飼

八町団地１６戸、鳥飼野々団地４０戸、

鯵生野団地４４戸の合計１００戸を対象

としております。

○山本靖一委員長　林参事。

○林建築住宅課参事　質問番号２０番、

基本設計等業務委託料の根拠につきまし

てですが、基本設計につきましては、従

前住戸数と同じ計画戸数８４戸を、鉄筋

コンクリート造６階建てで、市民プール

跡地において計画するものであり、具体

的には現地調査、類似事例、関係法令調

査などの情報収集、設計条件や設計方針

の条件設定、仕様や工法の比較検討等を

行い、概算工事費を算出し、基本的な配

置計画、平面計画、外観、仕上げ、設備

計画などを決定していく作業を行うもの

であります。また、この委託料の中には、

移転対象入居者に対する意向調査を実施

し、一定基本設計に反映させ、事業を進

めてまいりたいと思いますので、よろし

くお願いいたします。

　続きまして、工事請負費、旧市民プー

ル解体工事についてでございます。工事

の具体的な内容につきましては、造波プー

－ 11 －



ル、流水プール、幼児プール、スライダー

プールなどのプール槽の解体と事務室、

コンクリートブロック塀６９平米。男女

更衣室、鉄筋のコンクリートブロック造

４００平米。機械室、コンクリートブロッ

ク造７２平米。便所、研修室などの建物

の解体工事であります。敷地内のくいの

引き抜き撤去につきましては、建物位置

が明確になり、支障が出た部分のみ撤去

するように考えており、今回はそのまま

といたします。また、敷地周囲の擁壁や

塀につきましても、用排水路と一体となっ

ておることや、管理上の問題もあるので、

施工時期については事業の進捗状況をに

らみながら、神安土地改良区など、各施

設管理者と協議をしてまいりたいと考え

ております。また、設計地盤高も明確に

なっておりませんので、土関係も現状の

ままできるだけ出し入れせずに、敷きな

らし程度での現状を考えておりますので、

何とぞよろしくお願いいたしたいと思い

ます。

○山本靖一委員長　宮川次長。

○宮川土木下水道部次長　質問番号２１

番、予算書１５９ページ、節１３、委託

料、土木維持作業業務委託料は、昨年よ

り１，０００万円ふえているという状況

のご質問ですが、この件につきましては、

先ほど補足説明の中で、公園ごみの収集

等も含めた中で、維持作業の中で収集し

てまいると。維持作業につきましては、

従前より公園の除草ですとか、あるいは

施設の簡単な補修ですとか、こういう作

業も行っております。ですから、その作

業の延長線上でもできる作業にも入って

まいりますし、今後このごみ対応につき

ましての状況も変化が発生するのではな

いかなというふうにも考えております。

ですから、そういうふうな形の業務を今

後見据えた中で、予算１，０００万円を

増額させていただいたという状況でござ

います。

○山本靖一委員長　野畑参事。

○野畑土木下水道部参事　公園みどり課

に関する２２番から２６番のうちの、２

３番と２４番と２６番は私の方で説明さ

せてもらいまして、２２番と２５番につ

いては勝参事の方から説明させてもらい

ます。

　まず、２３番の公園の管理委託料の中

で２，２１９万９，０００円の額が減額

になっている理由でございますけれど、

まず１つは、先ほど山脇部長が説明しま

したように、ごみ収集管理業務委託料、

この金額が２，１８８万７，４００円。

一応１８年度これで施行しておりました。

それともう１点が、公園の中にあります

便所がありますけど、浄化槽の管理委託。

これはさくら公園としば公園が平成１８

年度において水洗化工事を行いまして、

一応全部水洗化いたしました。それをす

ることによって、保守点検と清掃委託料

が減ってまいりました。その金額が３１

万２，９００円でございます。以上、トー

タルで２，２１９万９，０００円の額が

減額となっております。

　次、２４番目の質問でございますけれ

ども、工事請負費。当初９５０万円が１，

４５０万円になった理由なんですけれど

も、まず１つは、公園遊具取替事業でご

ざいますけれど、前年度３００万円の事

業で行っていたんですけれど、遊具等が

かなりやっぱり老朽化が進んできました。

その関係で、取替事業費として約１．５

倍の４５０万円の事業費をつけていただ

いております。

　それともう１点は、公園施設整備事業

の中で、公園にありますフェンス、それ

からいろんな施設関係でございますけれ

ど、これもかなり老朽化が進みまして、
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特にフェンス関係が一番多いんですけれ

ど、これも昨年度６５０万円でしたが１，

０００万円まで増額していただいており

ます。

　もう１点が、２５番目のちびっこ広場

の管理補助金でございます。現在、ちびっ

こ広場管理補助金を出してますのは９０

件と、自治会におきまして７０自治会、

これが現在は１８年度やっておりますけ

ど、予算上は一応９２か所、それで金額

的に１２６万円をやっております。その

内容でございますけれど、地元自治会に

ちびっこ広場の清掃、除草その他の環境

整備作業を行ってもらっております。そ

の費用の内訳でございますけれど、面積

によりそれぞれ補助金が違います。基本

的に１か所当たりにつきまして１万円の

基本料がございます。それから、１００

平米まで。つまり９９平米までの１か所

当たりにつきまして、１万円の基本料プ

ラス２，０００円がプラスされます。そ

れから、１００平方メートルから２９９

平米までは、１万円にプラス３，０００

円が追加されます。３００平米から４９

９平米までが４，０００円追加の１万４，

０００円になります。５００平米から９

９９平米までが５，０００円が追加され

まして１万５，０００円になると。１，

０００平米から１，５００平米までは６，

０００円がプラスされまして１万６，０

００円。１，５００平米を超えますと７，

０００円が追加されまして、１万７，０

００円という補助金をそれぞれ出してお

ります。実際、地域の方で管理していた

だいておるんですけれど、やっぱりほと

んど収支決算でいきますとか、どちらか

というと赤字が出ているというお話を聞

いておりますので、その点も一応、つけ

加えてさせてもらっております。

○山本靖一委員長　勝参事。

○勝公園みどり課参事　２５番の使用料

及び賃借料の部分で、千里丘西駅前花壇

の草花借上料がなくなるということであ

りますが、この借上料は平和公園の花壇

もあわせて借り上げておるんですが、千

里丘西駅前につきましては、先ほど補正

のところでご説明していただいたと思い

ますが、駅前放置自転車防止対策による、

千里丘西側の駐輪ラックの設置のために

なくなるということであります。

　それと、あと平和公園の部分につきま

しては、平米数が２６平米ということで

ありまして、我々の努力の範囲で直営で

できるんじゃないかということで、検討

してまいりました。平成１９年度の予算

では、この項の予算はすべて割愛させて

いただきまして、我々の自助努力で管理

をしてまいりたいというふうに思ってい

ます。

　それから、質問番号の２２番でありま

すが、緑化推進連絡会の補助金で、前年

度１８年度は１５３万３，０００円が２

８万円に減額されたということで、その

理由を聞かせてほしいということであり

ますが、市といたしまして、連絡会に対

して、市の財政の状況を説明してきたわ

けであります。できる限りの協力を求め

て、今日までの事業の見直しをしていた

だいたところであります。１９年度の補

助金につきましても、団体と協議して事

業内容について精査してまいりました。

その結果、１８年度の繰越金が１１６万

８，０８２円が見込まれるというところ

から、それと事業の見直しを行いました。

平成１９年度の補助金につきましては、

前年度補助金１５３万３，０００円から

１２５万３，０００を減額して、２８万

円の予算を計上してきたところでござい

ます。

○山本靖一委員長　水田参事。
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○水田土木下水道部参事　質問番号の２

番でございます。予算書６４ページ、自

転車等移動保管料の減額の部分でござい

ますけれども、これは駅前の放置自転車

の移動保管を行いまして、保管事務所で

返還業務の収入でございます。減額理由

といたしましては、若干返還率が下がっ

ております。それとあわせまして、フォ

ルテ摂津周辺の駐輪ラック設置によりま

す移動保管の減少も見込んでおりまして、

そういう額に計上させていただいており

ます。

　それから３番の、同じく自転車等鉄屑

処分金の２４万円の同額の理由でござい

ます。これも毎年移動保管を行いまして、

その返還率が若干下がってきております

が、鉄屑処分の毎年の処分金の数値が、

平均２４万円あたりを前後いたしており

ますので、予算としましてはこの金額で

計上させていただいております。

　それから、４番目の予算書１６０ペー

ジの需用費の修繕料の内容でございます

けれども、これの増額部分でございます

が、これはフォルテ摂津自転車自動車の

駐車場がございます。その中で、非常用

の自家発電設備がございまして、これが

平成４年度から設置しておりますが、１

５年経過しております。突発的な災害等

がございますと、当然、発動するわけで

ございますけれども、自家発電の冷却水

ポンプの配管が水漏れを起こしたり、そ

ういうふうな状況でございますので、こ

れの取りかえの金額が１６４万円になっ

ております。それとあわせまして、車検

によります費用が若干２，０００円ほど

減少しております。そういうふうに計上

させていただいております。

　それから、５番目の予算書１６０ペー

ジの交通指導業務委託料の１８７万７，

０００円の減額理由ということでござい

ます。これは、従来、都市交通問題調査

会が交通指導業務を行っておりましたけ

れども、平成１８年度をもちまして解散

ということで、１８年度当初から民間の

業者の入札ということで行いました。当

初、急な解散でございましたので、実際

の委託業務は７月から行っております。

それとあわせまして、人件費が都市交通

問題調査会に比べますと若干下がってい

ます。その人件費の減額の部分の数字が、

予算書で計上させていただいているとい

うことでございます。

　それから、６番目の駐車場管理委託料

の３５５万円の増額理由ということでご

ざいますけれども、これはシルバー人材

センターの人件費が最低賃金法によりま

して、各５円アップした分の金額と、そ

れともう１つは、フォルテ摂津自転車駐

車場の、今回条例改正を行いまして、４

月から時間延長を行います。その部分の

人件費の増額が３３７万７，０００円と

いう額がございますので、それの増額で

ございます。

　それから、８番目の、１６０ページの

公共施設巡回バス運行管理業務委託料と、

それから市内循環バス運行補助金の額で

ございますけれども、これは公共施設巡

回バス運行事業は、昨年１１月から政策

推進課の方で試行という形で運行してお

ります。１９年度からは交通対策課が所

管ということでございまして、その分の

運行管理業務委託料の１，１７０万５，

０００円の金額と、それから市内循環バ

スにつきましては、近鉄バスが同じく昨

年１１月から新ルートを２ルート運行し

ております。これも補助金でございます。

　それから、９番目の路面標示設置工事

の増額分でございます。これも昨年補正

予算の中で計上させていただきました１

００万円の復元の予算額の額でございま
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して、これも復元の５か年計画で計画い

たしております。その部分の２年度の予

算計上をプラスいたしております。

　それから、１０番目の駐車場整備工事

負担金の５００万円でございますが、こ

れはＪＲ千里丘西側の千里丘第１自転車

駐車場の増設の整備に係る工事負担金で

ございます。昨年予備設計の中で工事手

法を、今回、財団法人自転車整備センター

で整備並びに管理運営を依頼することに

なりました。その中の市が持ち出す負担

金が５００万円ということで計上させて

いただいております。

○山本靖一委員長　藤井参事。

○藤井土木下水道部参事　それでは、番

号１１、予算概要の８６ページ、保険料、

１８年度が１２万円であったものが、１

９年度１９万円になっているこの理由で

ございますけれども、これは近年の交通

事故を初め、各種事故の賠償水準も年々

上昇しているという状況から、道路管理

に伴います賠償金額が保険金額を上回り、

全国的な事例から市費の持ち出しという

状態がふえているというケースから、１

事故当たり身体賠償が１名につきまして

２，０００万円、総額１億円という内容

から、１名につきまして３，０００万円、

総額５億円の内容にグレードアップする

内容でございまして、保険料としまして

は、市道では１キロ当たり５００円から

７８０円に。法定外道路におきましては

１キロ当たり１８０円から２７０円にな

るものでございまして、予算としまして

７万円増額の１９万円になっておるもの

でございます。

　続きまして、予算書１６３ページ、道

路維持費におきまして、道路維持工事で

すね。１８年度におきましては３，９４

０万円であったものが、１９年度は８，

０００万円になっていると。この内容と、

あわせて概要におきまして１８年度です

ね、雑工事費と転落防止工事費がないの

はなぜかという内容でございますが、こ

れは本市が管理しております道路におき

まして、舗装、橋りょう、街路灯、側溝、

ガードレール、安全柵、標識などの道路

附属物の損傷に対しまして、速やかに処

理を行い機能維持を図る費用でございま

す。１８年度におきましては、当初予算

３，５００万円であったものが、１８年

第３回定例議会におきまして、１，００

０万円の増額補正を承認されたものを受

けまして、１８年度トータル予算４，５

００万円になったものでございまして、

１９年度におきましても同様の４，５０

０万円を計上しておるものでございます。

　続きまして１３番、予算書１６３ペー

ジ、工事請負費におきまして１８年度は

３，９４０万円が８，０００万円になっ

ていると、この内容でございますけれど

も、１８年度の３，９４０万円の予算に

つきましては、道路補修事業費３，５０

０万円、水路転落防止費用３００万円、

雑工事費用１４０万円の合計が３，９４

０万円でございます。１９年度につきま

しては、道路補修事業費としまして８，

０００万円計上しておるわけでございま

す。というような内容でございますので、

この道路維持工事費におきましては、１

８年度と比べまして、先ほど言いました

ように、水路転落防止費用の３００万円、

雑工事費用１４０万円がなくなっておる

ということでございまして、８，０００

万円は道路補修事業費のみになっており

ます。道路補修事業箇所としましては、

さきにお配りしております土木下水道部

の平成１９年度事業計画箇所図に示して

おりますように、千里丘三島線ほか１６

路線を予定いたしております。

　なお、関連することを先に申し上げま
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すけれども、質問番号１７番目の概要８

８ページ、雑工事２５０万円、これが平

成１８年度は１３０万円が２５０万円に

なっている理由ということでございます

けれども、先ほど申し上げました前年度

ありました道路維持費の雑工事費１４０

万円を、この交通安全雑工事費の２５０

万円に統合したということになっており

まして、概要８８ページの雑工事費が２

５０万円になっておるという理由でござ

います。

　水路の転落防止工事費、前年度あった

ものが、なぜ今年ないのかという内容で

ございますけれども、このことにつきま

しては、鳥飼の区画整理によりまして、

鳥飼水路沿いに道路を築造いたしました。

この道路を築造した折におきましては、

道路基準におけます転落防止柵を設置し

ておったものでございますけれども、対

象となるところが水路への転落防止とい

うような基準から、地表面から１メート

ル１０センチ以上の転落防止に変えなけ

ればならないということから、１８年度

から継続予算を持ちましてスタートした

事業でございまして、３００万円を１８

年度計上しておったわけなんですけれど

も、さきに部長の方から説明ありました

ように、１８年度補正予算から３００万

円そのものを減額いたしております。こ

の内容につきましては、１８年度の年度

の途中におきまして、水路管理者でござ

います神安土地改良区と協議を行ったと

ころ、水路側から見た転落防止柵という

ことも当然考えられるわけでございまし

て、当然、水路があるから転落するとい

うこともございますので、道路から見た

転落防止柵でも設置できますし、水路か

ら見た転落防止柵も設置できると。その

中で、水路から見た転落防止柵を設置で

きるということになれば、府費等が導入

できるということがわかりましたので、

ならば１９年度に一時送りまして、せっ

かくの府費をいただける、道路事業でちょっ

と府費はとれないわけなんですけれども、

水路事業であるならばいけるということ

になりましたので、平成１９年度から、

神安土地改良区の方に工事をやっていた

だくというような形にシフトいたしまし

た。当該予算につきましては、水路の管

理等を引き受けてもらっております下水

道管理課の方で、神安土地改良区への負

担金を１９年度予算計上しておる次第で

ございます。

　続きまして１４番目の、道路の委託費

用２００万円の内容と、工事請負費が１，

３００万円から５００万円になっている

という内容でございますけれども、この

委託費用は概要にも書いておりますけれ

ども、鳥飼西二丁目地内道路改良事業の

測量分筆委託料２００万円の費用でござ

います。本道路につきましては、現在未

舗装の幅員１．８２メートルの現況でご

ざいまして、この道路の北側に、現在、

市有地になっておりまして、ゲートボー

ル場がございました。１９年度におきま

して、そのゲートボール場に地域福祉活

動拠点としまして、平屋建ての建物を計

画するということで伺っております。そ

の建築に先駆けまして、前面道路を４．

８メートル道路に改良するもので、対側

の土地所有者との土地提供等の協議が調っ

たことを受けまして、１メートル８２の

道路用地を４．８メートルの用地に一方

後退するという内容でございますので、

その測量分筆費用が２００万円を計上し

ております。

　続きまして、工事請負費５００万円の

内容でございますけれども、先ほど申し

上げました道路敷地をまず確定いたしま

して、確定された敷地に幅員４．８メー
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トルの道路を築造する費用を５００万円

計上しておるものでございます。前年度

１，３００万円が５００万円になったん

ではないかというような内容につきまし

ては、前年度におきましての内容は、そ

れはちょっと後で説明させていただきま

す。すいません。

　続きまして、１５番目の予算書１６４

ページ、交通安全対策費、前年度１，７

３０万円から今年度１，６５０万円になっ

ておるという内容でございますけれども、

この平成１８年度におきましての１，７

３０万円の内容でございますけれども、

道路照明灯設置事業に１００万円、歩道

段差切り下げ及び視覚障害者誘導ブロッ

ク設置事業に５００万円、雑工事業に１

３０万円、鳥飼本町８１号線外３路線歩

道改良事業に３００万円、別府新在家線

歩道改良事業に３００万円、千里丘南千

里丘線歩道改良事業に４００万円で、合

計１，７３０万円計上したものでありま

すが、平成１９年度におきましては予算

概要８８ページに記載されておりますよ

うに、道路照明灯設置事業に１００万円、

歩道段差切り下げ及び視覚障害者誘導ブ

ロック設置事業に５００万円、雑工事業

に２５０万円、鳥飼本町８１号線外３路

線歩道改良事業に５００万円、千里丘４

５号線道路改良事業に３００万円で、合

計１，６５０万円を計上したものでござ

います。

　続きまして１６番、補償、補填の４２

０万円の内容でございますけれども、こ

の内容におきましては、予定されており

ます来年、平成２０年４月１日に学校の

統合がございます。三宅小学校と柳田小

学校が統合されることによりまして、柳

田小学校前の歩道の電柱が、柳田小学校

側に現在立っております。ピンポイント

ではあるわけなんですけど、少しでも歩

きやすくしてあげようという、こういう

観点から、小学校側にあります電柱を車

道側に移設するという内容でございまし

て、その移設に対しての補償費用を４２

０万円でございます。

　続きまして、１８番目の概要８９ペー

ジ、千里丘三島線道路改良事業５００万

円という内容でございますけれども、本

事業は昭和３７年に都市計画決定がされ

ております計画幅員２０メートルから２

５．５メートルの幅員で今現在計画決定

されております。千里丘駅南交差点から

阪急京都線産業道踏切までの約４５０メー

トルの区間におきまして、道路築造を計

画しておりまして、総幅員１６メートル

から１８メートル程度を今現在考えてお

りまして、どの範囲にどういうふうなルー

トでつけるのが、一番道路の線型としま

しては好ましいかということを測量設計

する費用を、５００万円計上しておるも

のでございます。

　それから、１８年度が１，３００万円

が５００万円という内容の、その１８年

度の１，３００万円の内容でございます

けれども、この１８年度の１，３００万

円の内容は、千里丘東２３号線といいま

して、三島幼稚園の東側、現在、施工を

しておりますけれども、そこの田んぼの

ところに旧来からは板柵で道路保護をし

ておったものでございますけれども、こ

の内容を土地所有者等の土地交換手続を

終えまして、永久的に使える擁壁構造に

拡幅した工事の内容が１，３００万円で

ございます。

○山本靖一委員長　水田参事。

○水田土木下水道部参事　質問番号７番、

予算書１６０ページの自転車等保管事務

所管理委託料の２６万円の減額理由とい

うことでございます。これは移動保管を

行いました自転車保管事務所の返還業務
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を行っております管理委託でございまし

て、本来、平日ですと１０時から１９時

までの業務となっております。移動保管

が年間１４５回ございまして、従来です

と１０時からですけれども、責任者がま

ず９時に出てまいります。３名おります

けれども責任者１名が９時に参ります。

それから２名の係員が９時半ということ

でございますけれども、これが全日計上

いたしておりましたけれども、１９年度

におきましては、移動保管の１４５回分

のみの範囲でという形で計上させていた

だいております。従来、全日でございま

したが、突発的な苦情等も対応もあると

いうことから、予算計上させていただい

ておりましたけれども、１８年度の中で

見てみますと、余りそれはなかったとい

うことで、今回、１４５回のみの出勤の

時間をカットしたということの減額とい

うことでございます。

○山本靖一委員長　野原委員。

○野原委員　丁寧なご説明、ありがとう

ございます。それでは、再度、質問させ

ていただきます。

　１番目、市営住宅使用料に関しまして

は、理解できましたので結構です。

　２番目、自転車移動保管料、これに関

しましてもご説明で理解できましたので

結構です。

　３番目、自転車等鉄屑処分金、これに

関しまして、前回からもお願いしてるん

ですけど、自転車等鉄屑処分金の早期処

分をどう検討されて、どのような形で今

推移されているのか、そこをもう一度お

聞かせ願いたいと思います。

　４番目、交通対策、需用費の修繕料に

対しまして、これも理解できましたので

結構です。

　５番目、交通指導業務委託料、これに

関しましても理解できましたので結構で

す。

　６番目、駐車場管理委託料に関しまし

ても、ご説明で理解できましたので結構

です。

　７番目、自転車等保管事務所管理委託

料、これもご説明で理解できましたので

結構です。

　８番目、公共施設巡回バスと市内循環

バスの運行に関しましてですけれど、こ

れ多分、去年の時点で１，０００万円つ

けてて、近鉄バスの便数が急遽減らされ

たという形で、本年度も１，０００万円

そのままついております。これはいろい

ろ近鉄バス側とは話されてるとは思うん

ですけど、このまま１，０００万円つけ

られた理由と、また今は公共施設巡回バ

スと市内循環バスの有料、無料の格差。

これは市民の方には大変な格差になって

こようかと思うんですけど、これをどの

ように考えられて、今後どのような対応

をされていかれるのか、お聞きしたいと

思います。

　それと、これを運行していく中で、き

のうも本会議の中でありまして、高槻市

営バスなんかを導入できないかという経

緯が過去にあって、それは無理だという

形で、そこから引っ張ってくることはで

きないとなりましたら、今の予算内、も

しくは今あるバス会社で市内漏れなく網

羅できるような形のものを、どのように

考えられているのか、その辺のお考えが

ございましたら、お聞かせ願いたいと思

います。

　それと、９番目、路面標示設置工事。

これは５か年計画でやられて、少ない予

算でありますが、市民の方からいろんな

形で要望があろうかと思いますが、少な

い予算の中で一生懸命やっていただけて

るということは理解しております。予算

内でまた頑張っていただくような形で、
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お願いしておきたいと思います。これも

結構です。

　１０番目、駐車場整備工事負担金、こ

れに関しまして、以前より要望していま

した近畿大阪銀行の前の放置自転車、駐

輪ラックを設置していただけるような形

になってきてるのかな、というような形

で喜んでおります。それに伴いまして、

まだまだ今、土曜日、日曜日の時点では、

あの辺に放置自転車が、もういっぱい、

いっぱい、ひっくり返るぐらい、通行で

きんぐらい、普通の日はそうでもないん

ですけども、もう土・日になれば、これ

がもうあふれ返っております。このよう

な対策をどう考えていただいているのか。

そして、また先日、行政視察の方で九州

の行橋市というとこへ駅前再開発で視察

に行ってきました。そのときに駐輪場の

ところで、ちょうどＪＲのガード、うち

とは全然条件が違うんですけど、ＪＲの

ガード下をそういう駐輪場にしまして、

そこに定期使用者に関しまして、そこの

前にカードを突っ込んで、前に持ってき

ましたら、自動で扉があいて、中へ入っ

て自分でとめるというような形で、無人

化じゃないですけど、１人パートの女性

がおられて、職員がつかなくてもできる

ような形のものを考えられています。そ

の辺も、多分新しく施設管理公社でした

か、やってもらえるとこには、そういう

形のいろんな提言はされていると思うん

ですが、その辺のところ、もう一度お聞

かせ願いたいと思います。

　それと、１１番目、道路管理事業。こ

れに関しましても、ご説明は理解できま

したので結構です。

　１２番目、道路維持費、修繕料３，５

００万円から４，５００万円。これに関

しまして、去年の予算の委員会ですか、

そのときで多分道路瑕疵という形で５年

間で４件でしたか、当時ではあったとい

う形をお聞きして、そのときにも質問さ

せていただいたんですけど、１９０キロ

ある中で３，５００万円をどう有効に使

うんかという形で、どうしても瑕疵のと

ころでは、そういったところを本当に最

優先で、この予算では到底できない。し

かし、その瑕疵を起こさんような形で道

路課の方では、日々努力はしていただい

て、費用対効果、最大の効果を上げるよ

うな取り組みはされていると思うんです

けど、悲しいかな去年ですか、８月に道

路瑕疵という形がまた１件発生しました。

これは、やっぱりとりも直さず、やっぱ

り道路課だけで対応できる問題じゃなく、

前回の瑕疵は、要するに下水の不明水の、

あれは結合部分というんですか、そっか

ら水が漏れてて、急に道路がへっこんで

しまったというような形で、こういう事

故が起こっていると思うんです。これも

行政視察に行った行橋市では、地域担当

職員制度といいまして、管理職が出て、

１小学校区に１０名ずつぐらい、これは

職員の方も出られて、出勤前に地域でセー

フティーパトロールとか、いろんな地域

の方々と、そういう市職員みずからがそ

ういうところへ出かけられて、市民の方

と一緒に、いろんな形のボランティア活

動をやられてから登庁されていると、月

に１回。そういう市もあります。本年度、

市長の方からもいろいろ言われてる、一

人ひとりが何ができるか。できないんじゃ

なくて、それをするにはどういう形でし

たらいいかというような形で、ちょっと

趣旨から外れて申しわけないかもわから

ないですけど、道路課でできないかもわ

からないですけど、横との連絡。例えば

下水道とか水道とか、今、教育委員会で

巡回している青色パトロールとか、そう

いうとこと連携した中で、情報を速やか
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に道路課に集約した中で、道路課からそ

こに出向いて、その状態を確認して、い

ち早くそういう対応をしてもらえるとい

うような形を、道路課を中心としたチー

ムを組んでもらいまして、市長がことし

提案されているような形の、まず手始め

として、そういうのを取り組んでもらえ

ないかということを、一度お聞かせいた

だきたいと思います。

　それと１３番目に関しましては、丁寧

なご説明をいただきまして、一応理解で

きました。

　１４番目に関しましても、先ほどの測

量分筆委託料の説明で、鳥飼方面という

か、安威川以南のコミュニティ施設がで

きるという形の、１つの一歩ということ

で理解できましたので、結構です。

　１５番目、交通対策工事請負費、交通

安全費、これも理解できましたので結構

です。

　１６番目、交通安全、補償、補填及び

賠償金に関しましても、すごい統廃合に

関する子どもたちの通学路の安全確保と

いう形のもので、いろいろ配慮してもらっ

て、子どもたちの安全を守っていただく

ので、そういう対策を視点を変えた形で、

いち早く対応してもらえるという形で、

これも理解できましたので結構です。

　１７番目、雑工事も先ほどの説明をい

ただきましたので結構です。

　１８番目、千里丘三島線道路改良事業。

これに関しまして、この件にはいつも原

田委員の方から、ずっとシリーズで言わ

れて、もう何回も何回も指摘されている

形なんですけど、５００万円という形の

新規という、測量をし直して２１年拡幅

工事ができたときに間に合うのか。その

辺の今までの対応がどうなっているのか

というのを聞かせていただきませんと、

もうたちまちのうちに、ガードが広くなっ

たわ、もう摂津へ入った途端、もうそう

いう形で動かないような状態。また、駅

の方にも、もう何倍も時間がかかるとい

うような形を、今からやって間に合うん

かどうか。これはもう原田委員がずっと

言われていることで、この辺の内容をも

う１回、ご説明をよろしくお願いします。

　それと１９番目、先ほどの基本設計に

関しまして、入居者の方の意思確認とか、

そういうこともやられた中で、こういう

予算が組まれているということ。それは

そういう、やっぱり入っている方の意思

も確認した中で、そういうことをやって

もらえるということは、ありがたいこと

なんで、そこはよろしくお願いしておき

ます。

　それと、この火災警報機、これの対象

団地以外の団地はどうなっているのか。

また、対象団地が建替えられる、その対

象団地が含まれていると思うんですけど、

それが建替えるときにむだになるのか、

ならないのか。その辺のとこをお聞かせ

願いたいと思います。

　それと２０番目、市民プールの解体工

事。これは今お聞きしたら、一部そうい

う形でやるということなんで、これも早

期にまたどういう形で今後進んでいくん

か、その辺はお願いしときますので、こ

れも結構です。

　２１番目、土木管理費。これはまた詳

しい説明が今後出てこようかと思います

ので、委員長の方からも言われましたん

で、その辺はまた出てきた時点で聞きた

いと思いますので、これも結構です。

　２２番目、緑化推進費としまして、今、

前年繰越金があって、本年はこのぐらい

の金額をつけているということで、余る

ことが悪じゃなく、そうやって余ったも

のを、また来年にきっちり予算づけでき

るという形のもので、本当にこの辺はきっ
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ちり精査してもらって、次年度に使って

いただいているということを認識できた

ので、これも結構です。

　２３番目、公園管理委託料、これも説

明でわかりましたので結構です。

　２４番目、工事請負費、公園管理工事、

これで遊具とフェンスでそういうぐあい

に９５０万円から１，４５０万円ふえた

とありますが、これは現場を見てその都

度上げられるんか、それともある程度、

計画的というんか、耐用年数を考えなが

ら、そういう形の取り組みをされている

のか、ここをもう一度お聞かせください。

　それと、２５番目、花壇等の維持管理

充実事業、草花借上料、これは先ほど説

明していただいて、理解できたので結構

です。

　２６番目、ちびっこ広場管理補助金、

これに関しまして９２か所で大体１公園

当たり１万円出ているという形なので、

また先ほど説明の中で、地元の方に管理

委託をして、地元の方が月１回なり、１

週間に１回なり、地域の老人会とかこど

も会とか自治会が出ていただいて、そう

いう市にかわって公園を管理していただ

いているという形のとこで、あってはな

らない事故なんですが、先日、報道され

たような毒入りの形のような事故が起こっ

たことをよしとするのではないですけど、

そういう今の状態の中で、この管理をし

ていただくという形の中で、地域の方と

市の方が、もうちょっと密着した連絡の

とり方をして、このちびっこ広場を１つ

の地域の拠点とした形の、１つのコミュ

ニティの場として取り組めるような形の

ものでは、この１２６万２，０００円と

いう予算が、余りにもやっぱり少な過ぎ

るんじゃないか。やっぱり、地域の人が

そういう形のもので管理してもらって、

そういうこども会なり老人会なり、そう

いうとこがまた一緒になって、そこから

輪が広がるという、その場所を提供して

いる中で、その中でやっぱり自治会が赤

字を出すというような形のものの取り組

みは、ちょっとまずいんじゃないかと。

それはひとつ、森山市長も言われている

ように、やっぱり地域のことは地域でお

任せするとなれば、やはり地域の方にも、

もちろん公園は自分らの持ち物やと、自

分らの所有物やという意識を持ってもら

えるような啓発を役所の方からもし、やっ

ぱりそれなりの予算も、もう一度考えて

つけてもらえるような形にならないか、

この点、お聞きしたいと思います。

○山本靖一委員長　野畑参事。

○野畑土木下水道部参事　ちびっこ広場

の関係でございますけれども、委員ご指

摘のように、確かにちびっこ広場はコミュ

ニティ的な形で使われていることになる

んですけれど、市内にはいろんな公園が

ございます。その中においても、やっぱ

りボランティアでもって清掃、除草関係

ですね、それをしていただいているとこ

ろもございます。それの中で、やっぱり

こういう形で補助金を出していることに

よって、皆さん方のコミュニティをこう

いう形で広げていくということについて

は、非常にいいことじゃないかと。それ

と、今、自治会組織もなかなかできなく

て、自治会の中に入られる方も少ないと

いうことも、こういうような形で皆で一

緒にやることによって、やっぱりいろん

な交流の場が開けるんじゃないか、とい

うように考えてございます。

　なお、事業費に、今現在、補助金を出

している分につきましては、今がこの額

が、今の摂津市の財政状況の中で、これ

が限度かなという形で今考えております

ので、それはちょっと、今後においては

一応検討してまいりたいと思っておりま
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すので、よろしくお願いします。

　それから、公園遊具とか施設の、どん

な形で考えているかということにつきま

して、一応、年度計画の中で５か年ぐら

いの計画は立てております。その中で、

まず一番最初、最も傷んでいる部分を来

年やっていこうじゃないかと。それで、

２０年度については、ことしでもうほと

んど耐用年数が来てるなというのがあり

ますけれど、１年でできませんので、２

年、３年という形の中で考えた中でやっ

ていくと。だから、５か年計画ぐらいは

一応立てておりますので、その中で考え

ております。

○山本靖一委員長　藤井参事。

○藤井土木下水道部参事　それでは、道

路の管理瑕疵、維持管理費、補修費４，

５００万円計上しておるけれども、それ

でもいけるんかとか、連携を持ったパト

ロールなどをやっていただいて、その情

報を道路課にというご提案なんですけれ

ども、このことにつきまして、委員言わ

れましたように、昨年の８月２１日に発

生しました道路陥没によるトラックの損

傷事故が起こったことを受けまして、こ

れはさきの本会議に報告しておる内容で

ございますけれども、このことは委員も

言われましたように、内容につきまして

は下水道管の取りつけ管からの土砂の流

入による陥没が原因であるということが

判明して、対応したわけなんですけれど

も、今後において、そういうふうなこと

をどういうふうに発見するのかというこ

とでございます。現実、今現在、道路課

の方で行っておりますパトロールにつき

ましては、道路作業車によるパトロール

を実施しておりまして、安威川以北と以

南に分けまして、１日がわりで、車での

点検パトをやっておるというのが実情で

ございます。

　しかしながら、こういうふうな道路の

中での空洞化になっておるということに

つきましては、まさしく人海戦術で道路

をくまなく歩いて見ない限りは、発見で

きないものでございます。ただ、ものを

限定して申し上げますと、道路課の方に

修繕業務としまして結構参っております

のが、水道がございます。この水道につ

きましては圧力がかかっておりますので、

地表面に吹いて出るとか、もしくはまた

メーターなどで異常を示しておるとかい

うことで、原因が容易につかめるという

ことがありまして、現場での対応も速や

かに行っておるというのが実情でござい

ます。

　悩んでおりますのは自然流下管でござ

います、特に下水道管になるわけなんで

すけれども、このものにつきましては、

先ほど申し上げました圧力管とは違いま

して、自然に高いところから低いところ

へ流しておるというような施設でござい

ますので、このことによっての、今回起

こったような内容を発見するのは非常に

困難であって、過去にも数件は発見はし

ております。このことは事故に及ばず対

応はできたわけなんですけれども、先ほ

ども言いましたように、これは人の目で

発見するしかございません。

　今後におきましては、先ほど提案願い

ましたように、各施設の管理者及び今現

在行っております、これもあんまり効果

は出ておらないわけなんですけれども、

郵便配達でのバイク便なんかによっての、

道路の状況を伝えてもらうような内容に

はなっておりますが、現在、報告はほと

んど入ってないという状況でもございま

す。

　とりあえずは、当然、市全体で取り組

めばいいものかなとは思うわけなんです

けれども、土木下水道部で、徒歩により
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まして、班編成を組みまして、どういう

ふうな人員で、どういうふうな範囲を、

どう回ろうかということを、今現在、検

討しておるような状況で、速やかにそれ

を実施したいと、こう考えております。

○山本靖一委員長　粟屋次長。

○粟屋都市整備部次長　それでは、質問

番号の１８番目の、千里丘三島線の関係

でございます。今、委員ご指摘のとおり、

千里丘ガードの拡幅事業、これが２１年

春ごろに対面交通になってまいると。ま

た、一方では、２２年の春にはまた新駅。

そういう周辺地域の状況を考えますと、

やはり交通量、また歩行者もそうでござ

いますけれども、ふえてまいると。それ

に対する交通渋滞の解消、また歩行者の

安全を図る必要があると考えております。

このことは、先ほどちょっと触れられて

おられましたけども、以前から本会議で

いろいろご指摘をいただいて、早期着手

するようにということでございましたけ

ども、ただ、その時期につきましては、

我々といたしましても認識もいたし、検

討もしてまいったわけでございますけれ

ども、何分にも用地買収等の事業費、こ

れが膨大になるということで、財政状況

等から、計画の決断ができなかったとい

うのが現状でございます。

　そうした中、１９年度から事業に新規

としてかかってまいりたい。これは道路

課の所管でやっていただきますけども。

その中で、今年度は５００万円というこ

とで、測量設計委託料を計上させていた

だいております。

　ただ、工事といたしましては、今後こ

の設計を上げる中で、道路の線型なりを

出した中で、また事業計画というんです

か、何か年かかるかというのも、検討は

当然してまいるわけでございますけども、

当初、我々都市計画部門として検討して

おった段階では、これも本会議でご答弁

申し上げたと思いますけども、やっぱり

用地買収、物件の移転補償等ございます

ので、やっぱり６か年程度はかかってま

いろうかという、これは今の段階でござ

いますから、また１９年度の設計委託の

中で、その辺も含めた事業計画も、当然、

道路課でまた策定されると思いますので、

今現在ではそういうふうで、ご指摘では

ございますけれども、ガードの拡幅には

間に合わない。残念でございますけど、

そういうふうに判断いたしております。

○山本靖一委員長　暫時休憩します。

（午前１１時５５分　休憩）

（午後　１時　　　　再開）

○山本靖一委員長　休憩前に引き続き、

再開します。

　答弁を求めます。

　水田参事。

○水田土木下水道部参事　質問番号３番

の鉄屑処分金の早期処理の検討と、これ

からの考え方ということでございますけ

れども、委員から、以前、早期に処分で

きないかというふうなご指摘もいただき

まして、北摂の方で調査してまいりまし

た。やはり、最短で茨木市が１か月で鉄

屑処分を行っておるということは、前回

もお答えさせていただいたところです。

まずは、処分いたす前に、やはり所有者

の照会とか、防犯登録の照会等々の、そ

ういう照会業務もございます。茨木市に

おきましては１か月という最短の期間と

いうのは、やはり照会を行ってないとい

うふうなこともお聞きしております。担

当課としては、なかなかその辺の危険な

業務かなというふうに判断しております。

本市においては、やはり所有者の照会、

あるいは防犯登録の照会をかけて、盗難

があるかどうか、それをはっきりした中

で処分をしていくというふうな行為がご
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ざいます。

　保管期間が３か月ということなんで、

その３か月の期間の中で、やはり自転車

に記名されている方については、当然す

ぐに照会ができます。記名のない方につ

いては、やはり車番とか防犯登録でもっ

て所有者を判明して、返還手続を行うと。

そういう行為がございます。移動保管し

た当該月の中で、本人の方が返還に来ら

れます。それの返還を待って照会をかけ

ていくわけですけれども、これが１か月

を要する期間でございます。それは当然、

警察の方からも照会もございますので、

その回答を待って本人通知ということで、

またその行為が約１か月、これで２か月

かかります。その通知を出した後に、本

人が返還に来られるときに１か月ですか

ら、当然３か月になるんですけども。特

にその警察の段階の期間がかなりかかる

ということで、場合によっては、１か月

弱ぐらいかかってしまうということが多々

ございます。かねてから、いろいろその

辺の期間の短縮とか、そういうことが各

市町村の中でも、いろんな機会の中で申

し上げているところでございます。

　昨日、大阪府の交通対策協議会の中で、

警察の照会の短縮ということで、警察の

業務の中でございますけれども、電磁的

記録媒体といいますか、ＵＳＢというも

のを使って、端末を使って照会をかける

と。防犯登録のシールが今現在ございま

す。これはバーコード形式にしまして、

そのＵＳＢでもってそういうバーコード

で、あてると記録されると。従来ですと、

紙ベースで照会をかけてたんですけれど

も、そういう機械を使いますと、かなり

短縮されるというふうなことを、きのう

説明を受けております。ただ、内容につ

いては、もう少しこれからお聞きして、

どこまで市がそれを活用できるのかとい

うことをお聞きしながら、考えていきた

いということでございますので、それが

もし短縮が図られるんであれば、ご指摘

されているように、若干３か月ですね、

もう少し短くできるんではないかなとい

うことで、もう少し検討していきたいと

いうふうに考えております。

　それから、８番目の近鉄バスの循環バ

スですね。近鉄バスの１，０００万円の

金額、これは同額でございますけれども、

今後、これからもそういう額になるかと

いうことのお問いがございます。これは

従来から１，０００万円補助いたしてお

ります。従来のバスは１日９便で、大回

りで走っておりまして、利用が少ないと

いうことで、今回、同じ１，０００万円

の補助金の中で、どこまでそのコースが

変えられるかということで、昨年１１月

から北ルート、南ルートの２ルートで運

行を開始いたしました。

　この運行につきましては、私どももも

ちろんですけど、近鉄バスも、やはりこ

れは本格運行ではなしに、やはり試行的

な意味合いも含めて、これから検証して

いきたいと。構想の中で、費用対効果が

出ないということであれば、当然これは

検討していって、コース変更を考えてい

かなければならないという、当初、その

辺の協議の中ではお話もございました。

今回、昨年１１月から運行いたしており

ますけれども、私どもとしては、やはり

まだまだ１年間ぐらいかけて検証しなが

ら、地域の方の意見も聞きながら、もう

少し、どこまで要望とか反映できるか、

検討していきたいと考えております。

　公共施設巡回バスの有料、無料の格差

ということです。私ども、公共施設巡回

バスにつきましては、１９年度から、私

ども交通対策課の方で所管ということで、

今現在、政策推進課の方から、その事務
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の引き継ぎ等の準備を行っている段階で

ございます。もちろん料金の格差という

ことで、有料、無料ということなんです

けど、これは性格的な違いのあるバスで

ございます。やはり、公共施設巡回バス

につきましては、市が独自で行えるバス

でございますので、路線バスのように認

可を受けたバスとはまた違いますので、

当然その辺の運行の形態というのは、自

由な形でできるかなと思っております。

性格が違いますから、有料、無料に当然

のことなんですけれども、今後、その有

料、無料をどうしていくんかということ

でございますけれども、これはもう形が

有料と無料であれば、当然平行線です。

ですから、もう少しお互いに使い勝手を

していきたいなということであれば、当

然、どちらかの形態を重視するんかとい

うような形も、１つの選択肢であると思っ

ています。

　今後、引き継ぎを受けながら、やはり

検証もしていきたいと思います。今現在

でも、いろんなお声を聞いておりますの

で、それでもってもう少し、どういうふ

うに利用が図れるかということも、考え

ていきたいなと考えております。

　それから、１０番目の、千里丘第１の

自転車駐車場の増設に係ります部分と、

近畿大阪銀行前の駐輪ラックでございま

す。これも委員の方から、かなりの放置

自転車があると。花壇の前に自転車が放

置されていることによって、歩行者それ

から車が通りにくいと、危険だというこ

ともご指摘がございました。私どもも、

やはりその実情は、よく認識しておりま

して、花壇の中にラックが設置できない

かと検討してまいりまして、今回、道路

管理者としても道路課でご意見も聞きな

がら、花壇の中に設置していく運びになっ

ております。千里丘東側のフォルテ周辺

には電磁式ラックを設置したことにより

まして、かなりの効果をいただいている

と。あの周辺におきましては、ほとんど

と言っていいほど放置自転車はなくなっ

たということでございます。本来、近畿

大阪銀行前ですから、駅の西側にはなる

んですけれども、放置自転車の防止対策

という位置づけを行いまして、駅の西も

東も同じ考え方でいくということで、今

回、東側で駐輪ラックを設置いたしまし

た、摂津都市開発株式会社にお願いいた

しまして、駐輪ラックを設置していただ

くというふうなことになっております。

　これからの取り組みといたしましては、

合意書を交わしながら、あとその辺の事

務的な処理もありまして、今後進めてい

きたいなと思っています。

　設置の期間、予定でございますけれど

も、できましたら４月中をめどに設置で

きたらなというふうに、今現在、取り組

んでおります。

　それから、土・日のうち、移動保管で

すね。どうなんだということでございま

すけれども、これも以前から土曜日、日

曜日の移動保管ができるかどうかという

のは、検討してまいったんですけれども、

そのために幾つかのやはり条件の整備が

必要かなと思います。まず、第一に、や

はり移動保管に係ります人件費と、それ

から保管場所のスペースの確保が、やは

り当然出てきます。そういうことが可能

であれば、土曜日、日曜日の対応もでき

るんではないかなというふうに考えてお

りますけど、ただ、移動保管ですので、

かなりの苦情が寄せられる、対応を行っ

ています。私ども、いつもかねがね思っ

ていることは、やはり駐車場、駐輪場の

確保がセットもんではないかなと思って

います。そういう意味では、千里丘第１

の駐輪場の今回の増設と、それから近畿
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大阪銀行前の駐輪ラック、それを確保で

きますれば、当然、それは移動保管も考

えていかなあかんということなんですけ

れども、そういうことで、それの状況を

見ながら考えていきたいと考えておりま

す。

　それから、千里丘第１の駐輪場の件で

ございますけれども、今現在、自転車駐

車場整備センターにこれから依頼してい

くわけですけれども、当然これから基本

設計、実施設計という流れの中で、市と

してのその辺の意見がどこまで入れるか

ということでございますけれども、先立っ

て私どもの方も話をさせていただいてお

りますが、当然、今現在、有人管理を行っ

ておりますけど、これをできますれば、

中央ゲートで対応できればなということ

も申し入れております。

　それから、今現在、自動車の駐車場ス

ペース７台を、今バイク置き場で対応し

ているところでございますので、やはり

自動車の方のスペースも確保すると。そ

れからバイク、それともう少し、もう１

つは、今現在大型のバイク、自動二輪の

駐車場がございませんので、それも駐車

場としてその中に確保できるように、そ

れも申し入れております。これから随時

そういう協議の中で、ある程度しっかり

としたもの、形をつくり上げていきたい

なというふうに考えております。

○山本靖一委員長　長野参事。

○長野都市整備部参事　２０番目の住宅

用火災警報機の設置についてのお問いで

ございます。対象団地以外の団地はどう

なるか、また対象団地のうち、建替え対

象団地が含まれているが、むだなことに

はならないかとのお問いでございますけ

れども、対象団地以外の団地につきまし

ては、一津屋第１団地の４０戸、また第

２団地の７０戸、合計１１０戸でござい

ますが、これらの２団地につきましては、

既に建替え事業が完了しておりまして、

自動火災報知機が設置されていますので、

この住宅用火災警報機の設置が免除され

ているところでございます。

　また、建替え対象団地につきましては、

既存住宅であるということで、この住宅

用火災警報機の適用につきましては、平

成２３年６月１日からでございますけれ

ども、市営住宅という公設の建物であり、

住宅用火災警報機の市民への普及、啓発

に取り組むためにも、できるだけ早期に

取りつけて、入居者の安全、安心を図る

ことが、施設管理者としての責務である

と考えておりますので、ご理解いただき

ますようお願い申し上げます。

○山本靖一委員長　野原委員。

○野原委員　ありがとうございます。そ

れでは、再度、質問させていただきます。

　自転車等鉄屑処分金に関しまして、こ

れは再度そういう今、形で対応していた

だいて、いろいろな動きの中で、１日も

早い形で、費用対効果という形は出てく

ると思うんですが、鉄屑じゃなくてリサ

イクルという形のもので、１円でも多く

収入が上がるような形で、それに対する

費用がもしかかるとすれば、それは先行

投資の中に入れて、そういう減価償却も

考えられた中で、鉄屑という処分金じゃ

なくて、リサイクルという形のもので利

益が上がるように考えながら、進んでい

ただきたいということを要望しておきま

す。

　それと、８番目の施設巡回バスと市内

循環バスの件でありますが、一津屋方面

の方も減便になって、すごく本当に昔言

われたこういうことが適正かどうかわか

らないんですけど、離れ小島みたいな形

になってしまって、本当に寂しいと。こ

れからどうなるんやと言われているお声
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もお聞きします。これはいろんな事情で、

近鉄バスの事情もあろうかと思いますが、

やはりその辺のことは、今、水田参事の

方から言われた形で、ある程度の期間、

統計をとりながら、皆さんの市民の方の

ご意見もお聞きしながら、そういう形の

ものもいろいろ考えた形の中で、新しい

また対応をしていくなり、施策を設けて

いくという形をお聞きしまして、ぜひと

もそういう身近な声を、きっちり皆さん

の声を反映できるような取り組みを、考

えていただきたいということを要望して、

お願いしておきます。

　それと、１０番目の駐車場整備工事負

担金。千里丘駅西口の近畿大阪銀行前、

いち早い対応をしていただきまして、本

当にフォルテの方は駐輪ラックができて

から、本当に今までもうひっくり返って

きた放置自転車が、本当にきれいな形で、

本当に摂津の顔という形の玄関口できれ

いになっております。西口の方も、そう

いう要望を持ちまして提案させていただ

いたところ、そういう対応をしていただ

いて、これからも、多分西口の方は吹田

市民の方とか、そういう方は多いかと思

いますが、あくまでも摂津の顔の部分で

あります。そういうところにそういうラッ

クを設けていただいて、今後千里丘第１

駐輪場なんかもできた中で、本当に整備

されたきれいなまち。それからまた、西

口の駅前再開発、ガードが進んでいくか

と。これは吹田操車場跡地の絡んだ形で、

今後の形にはなろうかと思いますが、第

一歩としてその駐輪ラックができるとい

うことは、すごく感謝しております。今

後ともそういう形のもので、今度、駐輪

場の自動ゲートなんかもいろいろ提案さ

れているということで、よろしくお願い

します。それのなったときに、先ほど言

われたような形の、駐輪場を確保してか

ら土、日の放置自転車のそういう撤去と

かを考えていくということで当然のこと

やと思います。とめるとこがないのに撤

去したら、我々どこへ置いたらええとい

う意見が出てきたときに、それに対応す

ることはできないんで、その辺の確保で

きたときには、より強い形というんか、

強制力を持った形で、そういう撤去もし

ていただきたいということを要望してお

きます。

　１２番の道路維持、パトロールの件で

すが、これも先ほど休憩前にご説明して

いただいた形で、今後いろんな形、庁内

で取り組んでいただけるということなん

で、これは強く希望した形で、本当に縦

割りじゃなくて、本当に横の連携を踏ま

えて、やっぱり摂津市株式会社という意

識の下で、我々は何ができるんかという

意識の下で、一度取り組んでいただいて、

本当に先ほども公園の方で言いましたが、

本当はあってはならないことなんですが、

こういうことがあったということを、あっ

たことをよしとして、それを教訓として、

一歩から始まるという形の。それとちょ

うど市長が出された方針、我々一人ひと

りができないんじゃなくて、どうやった

らできるかという工夫をしていくという、

そういう意識の中で、どうぞ道路課を中

心とした形の取り組みをお願いして、こ

れも要望としておきます。

　１９番目の住宅用火災警報機の件です。

これは市営住宅というのは、本当に市民

の財産であります。それを守っていただ

くという意味でも、もちろん入っておら

れる方の、そういう高齢者のための１つ

の施策ということで、よりいち早いそう

いう火災警報機をつけてもらって、その

人らの安全を確保するという意味では、

大変すばらしい取り組みですが、それ以

前に、市営住宅というのは、摂津市民の
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財産であるということを大事に守ってい

ただくという意味では、そういう対応に

は結構だと思います。ただ、その今度移

るときに、それをまたその場で終わって

しまうんじゃなくて、それを違う場所に

つけかえるとか、または高齢者の独居老

人にそういうものを渡せるような、そう

いうむだのないような取りつけも考えて

いただきたいと思います。これも要望と

させていただきます。

　それと２４番目の遊具とかフェンスと

か、計画的にやっていただいているとい

うことで、これも説明で結構です。

　２６番目、ちびっこ広場の件に関しま

して、再度今の先ほどの話の中で、金額

がこれ以上ふやせないというのは、多分

予算的には難しいと思いますが、やはり

先ほどお願いしたような形の、これは違

う視点で物を考えて、そこの管理運営で

はなくて、その地域を１つのコミュニティ

の場所として育てていくという視点で、

公園みどり課の方も視点を変えた形で、

そういう予算とか、それに違ったものを

提供することによって、その地域を１つ

にしていくという形のものを、もう一度

考えていただけないか。これは自治振興

課とかいろんな形の連携もあろうかと思

いますが、その方法を考えてもらって、

またこれは要望としておきますが、これ

はまたシリーズとして追いたいと思いま

すので、よろしくお願いします。

　それと、先ほど１点抜けました千里丘

三島線、１８番ですね。さっき次長の方

から言われて６年計画でやっていくとい

う形で、６年過ぎたら、もう南千里丘の

方は開通しているという形のもので、こ

れはぜひとも、設計は設計でやりつつも、

もう買収できるとこは１日も早くやって

もらった中で、６年と言わず、これを５

年、４年、３年と、最低南千里丘のまち

びらきと同時にやってもらわないと、吹

田市から入ってきたわ、そこで摂津市に

入って動かないわ、摂津市から出れない

わという形になったら、やっぱり摂津市

の一番のイメージダウンになりますので、

やっぱりその都市基盤整備という形の、

ことしテーマを掲げられてやって、お金

をかけることがすべてではないですが、

やっぱり今までずっと言われていたこと

を、そうやって過去努力されてやってた

ことは認めますが、結果として動いてな

かったということは、やれてなかった、

やってないという形になりますので、こ

れはぜひとも６年と言わず、３年ぐらい

で仕上げるような形の、道路課と協力し

てやっていただきたい。これも要望とし

ておきます。

○山本靖一委員長　ほかに質疑はありま

せんか。

　本保委員。

○本保委員　それでは、予算の概要に基

づきまして、歳出の方を数点質問をさせ

ていただきますので、よろしくお願いい

たします。

　まず、先ほど山脇部長の方から、冒頭

に補足説明がございまして、放置自転車

等移動委託料に関連して、合特法関連の

施策に対してお尋ねをしようと思いまし

たけれども、まず最初にご説明がありま

したので、委員長の方からも後日、資料

請求をしていただきましたので、これに

関連しましては、また資料を見させてい

ただいてから、改めてということにさせ

ていただきたいと思います。

　それでは、予算概要の８４ページでご

ざいますけれども、市内循環バス運行補

助事業１，０００万円でございますけれ

ども、この近鉄バス株式会社に対する市

内循環バス運行の助成についてでござい

ますけれども、先ほど、野原委員の方か
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らご質問がありましたことと重なるかも

わかりませんけれども、よろしくお願い

したいと思います。ご答弁の中に、市役

所を中心に２ルートに変更になりまして

から５か月近くたっておりますけれども、

それについての検証状況について、私も

お尋ねをさせていただこうと思ったんで

すが、大体１年ぐらいかけて検証したい

というご意見でございましたので、現状

で結構でございますので、現時点でわか

る範囲、利用状況の検証について、お聞

かせをいただければと思います。また、

これに関連いたしまして、土曜、日曜、

祝日の運行がこの線廃止となりました。

この点についてもどのようにお考えであ

るのか、お聞かせをいただきたいと思い

ます。

　つきまして、概要同じく８４ページで

ございますけれども、放置自転車等対策

事業に関連してお尋ねをしたいと思いま

す。現在、駐輪場の時間帯の拡大、ある

いは増設を行うように、さまざまな施策

でのご努力をいただいているわけであり

ますけれども、現実に放置自転車があふ

れ返っているという状況でございます。

議案第９号の方の、５８ページ、緑化推

進費３０万円の減額の説明にも、先ほど

ございましたけれども、ＪＲ千里丘駅東

口の本当に真下のところが、通勤の時間

帯を境に、もう本当にあとは通ることも

最近はできないような、本当に自転車が

あふれ返っているというような状況が、

もう特にひどくなっているということが、

通行するのにもやはり支障があるので、

困るということで、市民の方からもご意

見をいただいているところですけれども、

これに対しまして、このＪＲ千里丘駅東

口の改善について、自転車ラックの設置

を、ＪＲ側に働きかけるということにつ

いての本市の考えと、また現状及びその

進捗状況について、働きかけておられる

のであれば、お聞かせをいただきたいと

思います。

　あわせて、ＪＲ千里丘駅西口、反対側

の西口についても同様のことが言えまし

て、東口以上にこちらの方は、吹田方面

からも来られる方が多いということで、

駅に店舗が隣接しておりまして、その前

に非常にたくさんの自転車が放置をされ

ておりまして、ひどい状態になっている

というご意見をいただいております。撤

去をやっていただいているというような

現状もあるようですが、これをさらに厳

しく行うか、あるいは自転車ラックの設

置を求められているというふうなのが、

解決策の一環じゃないかと思うんですけ

れども、この点について、今後どのよう

に対応していっていただけるのかという

ことを、お考えをお聞かせをいただきた

いと思います。

　続きまして、概要の８５ページでござ

いますけれども、交通安全啓発事業１２

５万５，０００円についてお尋ねをいた

します。春、秋の交通安全運動の推進及

び市民への交通安全意識の高揚を図ると

いうふうに書いていただいておるんです

けれども、本年の事業内容についてお聞

かせをいただきたいと思います。例年い

ろいろ、皆さんがキャンペーンで早くか

ら街頭に立たれて、ご尽力をいただいて、

啓発活動に取り組んでいただいているの

は目にしておるところでございますけれ

ども、大変この事業につきましては、効

果という面で望まれることが大きいと思

いますので、この効果の面ではどのよう

に現状評価されているのかについて、お

聞かせをいただきたいと思います。

　あと、同じく概要８６ページですけれ

ども、公共施設巡回バスの試行運行事業

で１，１９０万５，０００円という金額

－ 29 －



が上がっております。これにつきまして

はお尋ねをしたいと思います。公共施設

巡回バスの運行試行の今後の計画につい

て、お尋ねをしたいと思います。当初予

算主要事業一覧の中には、既存バス路線

から離れた鳥飼地区において、公共施設

を利用する市民の足として運行し、施設

の利用拡大を図るというふうに書いてご

ざいます。その他の地域については、そ

れではどのようにお考えであるのか、お

聞かせをいただきたいと思います。

　概要９５ページですけれども、先ほど

ほ野原委員も質問されておりましたけれ

ども、公園遊具の取替事業４５０万円に

ついてでございます。老朽化が目立って

きたので、予算を増額していただいたと

いうお答えをいただいたと思うんですけ

れども、主要事業一覧の中には、目標値

９台、５か所というふうにあります。こ

ちらの方には、概要の方には５か所と書

いてありますけれども、この実施場所な

ど、事業内容についてもう一度詳しくお

聞かせをいただきたいと思います。

　同じく公園施設整備事業１，０００万

円の公園管理工事について、公園施設の

充実と機能維持とありますけれども、ど

のような内容をされるのか、これももう

一度改めてお聞かせをいただきたいと思

います。実施場所と事業内容についてお

聞かせください。

　今のところ以上ですので、よろしくお

願いいたします。

○山本靖一委員長　水田参事。

○水田土木下水道部参事　概要の８４ペー

ジの、市内循環バスの補助事業で、ルー

トの検証ということで、今現状報告でき

るものということでございますけれども、

先般２月に全ルート、北ルート７便、そ

れから南ルート６便ですが、それを職員

で２名体制で全便乗りました。１日では

ありますけれども、ＯＤ調査といいます

か、聞き取りを兼ねて調査させていただ

きました。これは、やはり１週間のうち

の月曜日から金曜日の中で、曜日によっ

て多少前後すると思うんですけれど、北

ルートにおきましては、全体では約２３

人利用されております。南ルートにつき

ましては１５名。便数１便当たりでいき

ますと３名か４名ぐらいかなと。ただ、

お聞きしますと毎日乗られてない方もお

られますので、これも曜日によってかな

り異なる集計かなと思います。直接アン

ケートで聞かせていただいた中では、利

用勝手のいい方もおられますし、やはり

以前は正雀から千里丘へ行かれる方が、

なかなかその２ルートになったことによっ

て、乗り継ぎの間で、やはり時間のロス

があるということの意見もお聞きしてま

す。これからまたできましたら全曜日で

すね、それも兼ねて同じような調査を行

いながら、ご意見をお聞きしていきたい

なというふうに考えています。あわせもっ

て、また実際に野原委員からの一津屋地

区の交通不便地域が発生したということ

も、お声も聞いておりますし、その付近

の方のご意見もよく聞いております。で

すから、今後その辺の検証をしながら、

バス事業者の近鉄バスにも補助している

立場から、強い姿勢で協議していきたい

と思っております。

　土曜日の運行でございますけれども、

従来のバスは土曜日運行いたしておりま

した。本来、新ルートになったときにも、

そういう協議の中で出たんですけれども、

まず最初に、土曜日は市役所は閉庁と、

これも以前申し上げましたけれども、そ

れは対応は可能なんですけれども、やは

りバス事業者としては、利用が土曜日、

もうかなりない、データ的に１名程度し

かないので、その１便走らすことによっ
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て、費用対効果が生まれないということ

で、今回、１，０００万円の中でそうい

う運行をさせていただいたということで

す。ただ、そういう声をお聞きしてます

ので、先立っても近鉄バスの本社に行き

まして、その辺の話もさせていただいて

おります。ですから、またこれも引き続

き検証しながらの中で、また１つの検討

材料かなというふうに考えております。

　それから、同じく８４ページの放置自

転車の移動保管ということで、今、委員

おっしゃっているのは、恐らくＪＲ千里

丘駅東側の駅舎の下のＪＲ用地のところ

でございます。私ども、駅周辺の放置対

策ということで、全体計画の中で駐輪ラッ

クを設置した経過がございまして、その

ことに対しまして、ＪＲの京都支社の方

にも申し上げております。設置以前にも

こういうことをやるということを申し上

げてきたところでございまして、その中

で、ＪＲ用地の空地があるということで、

駐輪ラックを設置できないかということ

で、昨年からＪＲに申し入れております。

おっしゃっているように駐輪ラックを何

基設置できるかということまで図面に拾っ

て、京都支社の方へ出向いております。

できますれば、計画では、私ども、設置

する場所で、台数としては約８０台ぐら

い設置できるかなということで、当初そ

の辺で交渉を重ねてたんですけれども、

現状、バリアフリーの関係でエレベーター

の設置工事ということで、工事ヤードが

そこへつくられたということで、この計

画が若干できなくなったような状況です。

ただ、それだけじゃなしに、他にもＪＲ

用地があるということも考えております

ので、何とか放置対策ということで、Ｊ

Ｒの京都支社もそういう責務を持ってやっ

ていただきたいということも話をしてお

るんですけれども、なかなかいい返事を

いただけません。これまでＪＲ用地につ

いても、指導員によって啓発指導を行っ

て、移動保管も行ってきたところなんで

す。それまでは、やはり放置もかなり少

なかった状況です。やはり、民地の中ま

で移動保管していいものかどうかという

こともございまして、当然、個人の方の

民地の中では撤去いたしておりませんの

で、そういう考え方からいきますと、や

はりＪＲ用地も民地という解釈から、当

然、ＪＲも放置対策を考えてほしいとい

うふうな話もしておりますので、当然、

市がそこへ税を投入して移動保管するの

もおかしいんではないかということも、

意思表示させていただいて、現状がああ

いう状態です。

　先般も担当の方と話しております。１

９年度においてはそういう工事の箇所が

発生しましたもんですから、現状の放置

自転車の対応については、そういう確約

をもらえば、市としては当然、移動保管

も考えますよというふうな意思表示も行っ

ておりますので、その辺の今、交渉をやっ

ております。ですから、回答待ちという

ことで、今現在やっているところでござ

います。ですから、放置の現状はよく理

解しております。苦情もよく私どもの方

に入っておりますけれども、その苦情に

ついてはＪＲの方へお願いしますという

ような対応も、行っておるところでござ

います。

　それから、西口の駅の、やはり放置の

対応でございますけれども、これはもち

ろん移動保管を行っております。先ほど

申し上げましたように、千里丘第１の駐

輪場の増設と、それから近畿大阪銀行前

の駐輪ラックの設置。これができますれ

ば、ある程度銀行前もカバーできるんで

はないかと。もう１つは、駅直近のミス

タードーナツ前ですか、これもかなり放
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置がございます。これも駐輪場ができた

状況の中で、現在は朝一番に撤去してお

るんですけども、これももう少し時間を

延長してはどうかということも考えてお

りますので、それもやはり駐輪場の状況

を見ながらということ。ただ、放置の指

導はやっておりますので、ですから駐輪

場への入れていただくような指導も行っ

ておりますけど、なかなかモラルの問題

で聞いていただけない方が放置するとい

うふうな状況にございます。何とかその

ラックができたら、駐輪場とラックがで

きますれば、強い姿勢で指導もできるか

なと考えております。

　それから、８５ページ、交通安全啓発

事業ですね。これは、春、秋の交通安全

運動期間中の中で、警察もしくは大阪府

が毎回そういう春の交通安全運動や秋の

交通安全運動の中の重点項目を決めまし

て、事業を進めております。それに基づ

きまして、私ども摂津市の交通安全推進

協議会もございますので、その役員会の

中で、当市独自に交通安全期間中の行事

を行っているところでございます。

　今現在の重点といたしましては、やは

り高齢者と子どもの事故防止、それから

特に自転車の事故が多いということで、

これはもう警察の方もかなり重点的に指

導を行ってきているということで、実際、

現在でも街頭の指導を行っているところ

でございます。このうちまた今般、１９

年度におきましては５月から、本来は４

月なんですけども、今回、選挙の関係で

５月ということで、これからその事業の

内容については、警察といろいろ協議を

進めてまいっていきたいなと考えており

ます。これの予算の内容としましては、

やはり啓発ですので、運動期間中の周知

を図るための啓発物品を配付すると。そ

の中でも重点項目、自転車とか、それか

ら迷惑駐車とか、そういう内容の記載を

盛り込んだものを配付しながら、意識の

向上を図っております。

　ただ、目に見えた効果というのは、な

かなか配付した段階では見えてこないん

ですけれども、やはり小学校の安全教室

とか、それから中学校の教室とかも含め

て呼びかけていきながら、成果としては、

事故の件数が減っていくというふうなこ

とではなかろうかなと思っております。

ですから、市としてはやはり推進協議会

の構成メンバーの団体の方のご協力をい

ただきながら、警察とタイアップしなが

ら進めているような状況でございます。

○山本靖一委員長　野畑参事。

○野畑土木下水道部参事　概要の９５ペー

ジの、工事請負の中の公園遊具取替事業

並びに公園設備整備事業の中で、ここに

あります、まず公園遊具の取替事業の中

で、まず金額が４５０万円の分ですけれ

ど、昨年度は３００万円の予算でもって

やっておりました。来年度は１．５倍の

４５０万円をつけていただいております。

　内容なんですけれども、まず施設の充

実の５か所でございますけれども、今あ

る遊具の中と同じものじゃなくて、新し

く別のものをつけていって充実していく

という形です。それと、あと３か所は、

今あるやつをそのまま同じのに変えてい

くという、２つの形で考えております。

場所でございますけれど、市場池の第２

ちびっこの滑り台、これは現行のままで、

同じ形のものをつけさせてもらいます。

いちょう公園の４連ブランコのこの取替

と、もう１つは木製遊具の２つがあるん

ですけれど、これにつきましてはもとも

とかくれんぼ壁とか、ちょっとしたスプ

リング遊具とかあったんですけど、それ

を新しいのにかえていくという形のもの

にいたします。千里丘東四丁目のちびっ
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こ広場にあります、現在、鉄棒があるん

です、鉄棒をかえるんですけれど、以前

はブランコがありました。そのブランコ

については、その場所で盆踊りとかそん

なときに、要するに広場を大きく使いた

いという形の中で、施設を変更しており

ます。りんどう公園で、当初は山型ステッ

プがあったり、木のステップがありまし

た。それを撤去しまして、新たにこれは

スプリング遊具をつけていくと、このよ

うにつけていきます。昭和園でございま

すけれども、これはもともとありました

滑り台、これと同じものをつけていくと。

江口団地のシーソー、これも同じくシー

ソーがありますので、それと同じものを

つけていくという形で、全部で７か所ご

ざいます。だから、遊具としては８か所

になります。それが合計で４５０万円の

金額を計上しております。

　次に、工事請負の中の公園施設整備事

業でございますけれど、主にフェンスの

設置が多いです。フェンスの設置でいき

ますと、さくら公園、しば公園、ふるさ

と公園、さつき公園、ゆりのき公園、あ

じさい公園、かえで公園、千里丘東四丁

目ちびっこ、正音寺ちびっこ、なかよし

ちびっこ、この公園につきましては、一

応フェンスの設置を考えております。

　それから、嘉円公園でございますけれ

ども、パーゴラといいまして日よけになっ

ている箇所がございます。もう３年ほど

かかって、ずっと新しくつけかえていっ

てるんですけれど、これがちょうど最終

年度になりまして、これのつけかえを行っ

ております。それと、新幹線公園の中で、

今現在、ゼロ系の新幹線と電気機関車が

ございます。新幹線公園の新幹線につき

ましては、今から５年ほど前に新しく塗

りかえたんですけど、電気機関車の方が

設置してそのままの状態であります。だ

から、皆さん方見ていただくといいんで

すけど、普通であればあずき色をしてる

のが、赤茶けた色をしております。そん

な関係で、もうペンキを塗っていかない

と、これは耐えられないんじゃないかと

いう関係がありますので、これを新しく

塗りかえていくと。それと、安威川ふれ

あいづつみの正雀でございますけれども、

前、案内板ということで、以前、一般質

問であったんですけれど、要するに全国

伝統地名の分の下が腐っている部分がご

ざいます。この分をすべて取りかえてい

くという形の分も、今回入れさせてもらっ

ております。以上で全部を、去年平成１

８年が６５０万円でしたが、１．５倍の

予算をつけていただいた１，０００万円

で予算をつけていただいたという内容で

ございます。

○山本靖一委員長　水田参事。

○水田土木下水道部参事　概要の８６ペー

ジの公共施設巡回バス運行事業の、バス

路線を離れたルートと、それからその他

のルートはどうするのかということでご

ざいます。１９年度の予算につきまして

は、平日２４５日間でもっての運行とい

うことと、それからバス停の標識の設置

委託料ということで、２０万円を予算計

上させていただいております。先ほど申

しましたように、まだこれから公共施設

巡回バスにつきましては、現在担当して

おります政策推進課の方から引き継ぎを

受けて、新年度に向けて行っていきたい

と考えております。そう言いましても、

私の方にもいろんな声をお聞きしている

ところでございます。

　これから、当然、公共施設の巡回バス

でございますんで、公共施設をつなぐと

いうバスルートが位置づけされておりま

す。そういうものでございますので、そ

れから住宅地はどうするねんということ

－ 33 －



はあるんですけども、バスそのものの性

格がそういうことでありますれば、当然、

そういう施設の方へ回らなければならな

いということも、ひとつ考えていく方法

ですし、これからいろいろ考えていきま

すけれども、時間帯、便数、それをあわ

せますと、果たして公共施設の中まで入っ

ていってもいいのかどうか、いろんなこ

とも考えていきたいとは思っております。

当然、それは私どもだけではなしに、今

現在、巡回バスですから阪急バスの方と

も協議しながら、知恵をいただきながら

考えていかなければならないんですけれ

ども。ただ、限られた予算でございます

ので、どこまでできるのかなというのが、

今現在、まだ考えている段階ですけれど

も、やはり便数をふやす方法としては、

やはりそういうコースを、もう少し回り

やすいコースを考えていかなければなら

ないかなとか、時間帯も、もう少し短く

できるようなコースにしたらいいのかと

いうことがまずあります。ただ、その他

の地域となりますと、そういう市が行い

ますバスなのか、それとも路線バスなの

かということもあります。今回、１９年

度からは、１つの担当課の中で性格の違

うバスを持ちますことから、当然、巡回

バスも循環バスも含めまして、単独のバ

ス事業者との交渉ではなしに、今後はも

う市内全体のそういう交通といいますか、

運行経路を考えていくためには、やはり

合同でもって話を進めていきたいと考え

ております。ですから、近鉄バスの循環

バスは循環バスではなしに、阪急それか

ら近鉄も含めた中で、トータルで考えて

いきたいというふうに思います。今後、

そういうふうな提案もしていきたいなと。

バス事業者に対してはそういう提案もし

ながら、何とか試行期間中に、ご期待に

沿えるようにしていきたいなと考えてお

ります。

○山本靖一委員長　本保委員。

○本保委員　ありがとうございました。

まず、公共施設巡回バスの件ですけれど、

お答えをいただきまして、現在、政策推

進課から交通対策課の方が事務等、引き

継ぎをされているということで、これか

らしっかりとまた取り組んでいくという

ふうに、お答えをいただいたと思います。

　あと、あわせて要望とさせていただき

たいと思いますけれども、市内循環バス、

これは近鉄バス株式会社ですけれども、

あと公共施設巡回バス運行事業と、今、

期せずして水田参事の方から答弁をいた

だいた中に、お願いしたいと思っている

ことも含まれていたと思うので、大変期

待をするところでありますけれども、今

後、市内全体のバス会社と合同で考えた

いというふうにおっしゃっていただきま

した。私の方も、これは先般、昨年の１

２月の第４回定例会で、この公共施設巡

回バスに関連して要望させていただいた

ところなんですけれども、やはりバス事

業の窓口が一本化されていないというこ

とは、会社ごとに交渉していると非常に

やはり力が弱いというふうに感じました

ので、今、粘り強くということで交渉を

していただいているという、循環バスの

土、日、祝の運行が何とかというお声が

あっても、やはりなかなかそこだけかかっ

ていくわけにはいかない、というような

状況もあると思います。努力をしていた

だいているということで、今後も努力を

していただくということで、大変心強く

思いましたけれども、こういったことも

含めまして、やはり窓口を一本化して、

業務の効率化を図っていただけるように

していただきたいと。これが一番大きな

願いであります。

　摂津市は、やはり公共施設巡回バス、
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せっかく市長が第一歩を大きく踏み出し

ていただきましたけれども、鳥飼地域の

一定の場所にのみ巡回をしていると、公

共施設も当然回りますけれども。一定の

区域に限られていることに対して、やは

りそれ以外の、公共施設に行きたくても

本当に不便なんだというところから、一

気に、私たちも本当はそういうふうにで

きるならしてほしかったんだという声が

上がってきているのが、今現状だと思い

ます。皆さんもいろんなところに検証と

か、そういった形で行っていただいてい

る中で、市民の皆さんの直接の生の声を

実際聞いていただいているかと思います。

やはり、そういったことにつきましても、

試行運行というのは、やはり全市的な展

開で試行運行をやってもらいたいと。順

次それを行っていって、特に公共施設の

利用に対して、この地域はやはりいろん

なアクセスを考えてみても、もうどうし

ても不便であるので、ここには設置をし

なければいけない、こういうルート、巡

回バスの路線を走らせなければならない

と、足を確保して、やはり市民サービス

の向上に努めなければならないというと

ころを、まず調査をしてほしいというふ

うに望んでおられる方が多いと感じまし

た。

　これも昨年の定例会の際に要望として

申し上げたんですけれども、やはりあの

ときの答えとしましては、試行運行を今

鳥飼地域でやってますと。これ、試行と

今ついているので無料ですということで、

料金があるとか、ないとかということに

対して、同じ課に担当が移られたので、

いろいろと大変なこともあろうかと思い

ますけれども、そういったことも含めて、

試行だからまだ皆さん許されると。だけ

ど、これが本格運行になったら、じゃど

うするのという話も含めて、やはり局地

的にやったから、じゃもうここは予算が

ありませんから、ここで終わりですだっ

たら、本当の施策とは言えない、市民の

ための施策とは言えないんじゃないかな

というふうに感じます。鳥飼地区の皆さ

ん、今、実施されているところは喜んで

いただいていると思いますし、この利用

者の増員に努めていただく、啓発をしっ

かりとやっていただいて、これがやっぱ

りこの人数ではというふうなことになら

ないように、しっかりと取り組んではい

ただきたいと。

　その一方で、やはり摂津市全体として、

市民の皆さんに不公平感を持たれること

がないように配慮していただいて、将来

的、今すぐでなくてもいいですから、や

はり将来的には全市的な展開で試行運行

を行って、本当に市民の皆さんの不便を、

やはりしっかりと調査をして、公共施設

へのアクセスを、私たちは考えさせてい

ただきますと、市民サービスの向上に努

めますというふうなスタンスに立って、

やはり行動をしていただきたいなという

ふうに思いますので、さらに公共施設巡

回バスの試行運行につきましては、今使っ

ているのがバス１台分しか予算がありま

せんのでということで、この地域だけと

いうことに限定されているわけですから、

将来的に財政が改善される方向で、今、

市長も頑張っているということで市政方

針でも言っていただきましたので、そう

なったときにはこういうふうにしましょ

うというような、やはり計画をしっかり

と立てていただくように、そういったこ

とに取り組んでいただけますようにお願

いし、その施策の充実を要望とさせてい

ただきますので、よろしくお願いします。

これは公共施設巡回バス、それから市内

循環バス、近鉄の方ですね、これと両方

あわせてお話をさせていただきますので、
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要望とさせていただきます。よろしくお

願いいたします。

　それから、今、ＪＲの方、放置自転車

の方ですね。これは、用地であるという

ことで、随分努力をしていただいている

というお話を今聞かせていただきました。

仮にバリアフリー化で手が回りませんの

で後退ということであれば、本末転倒で

はないかなというふうにも思いますので、

これは行政のこちら側の、やっぱり環境

を守り、あそこのところは自転車がたく

さんあふれてて、人がそこでつまずいて、

おけがでもなさったらどうするんですか

という話になれば、バリアフリーと逆行

しているわけですからね。やはり、何か

をやれば、何かがマイナスになってへこ

むということでは、おかしいのではない

かというふうにも考えておりますので、

やはり整合性のある形で、用地の方もき

ちっと進めていただくように、さらにこ

の点につきましては努力の方、やはり苦

情はＪＲに言ってくださいと言っても、

市民の皆さんは、行政でこちらの方へ、

市役所の方を頼みにして相談をなさるわ

けですから、その点につきましては大変

だと思いますけれども、引き続きご努力

の方、よろしくお願いしたいと思います。

　駐輪場の整備の方には力をいただいて

いるところですので、それは十分承知を

しておるわけでありますけれども、現在、

近畿大阪銀行ですね、あのあたり、もう

本当に歩けないぐらい物すごい自転車が

ありますので、現実にラックを設置して

いただいて、改善には期待しますけれど

も、どれだけ改善がなされるかなという

ことは見据えながら、やはりさっきお話

に出ましたミスタードーナツの前の自転

車等については、やはりお店に入られる

かもしれないと、置いていって帰りに入

られるかもしれないと思うと、スーパー、

コンビニなんかもそうですけれども、な

かなか厳しく言えないという点があると

思うんですけれども、やはりニッショー

のところで一歩進んでいっているわけで

すので、何とかご協力をお願いしていっ

ていただきたいなと。これはさらに不法

駐輪取り締まり、大変でしょうけれども、

時間を変えて取り締まりを強化していた

だくしか方法がないと思いますが、残念

ですけれど。あるいは、ラックの設置を、

民間の方に申しわけないですけれど、ご

協力をしていただくよう、求めていただ

きますように、引き続きまたこの点につ

きましては、ご努力の方をよろしくお願

いしたいと思いますので、要望とさせて

いただきます。

　あと、交通安全の啓発事業なんですけ

れども、先ほど、大阪府ですね、基本方

針が出まして、それに沿った運動を、事

業内容をしていくというふうなお話があ

りましたけれども、その中で自転車事故

防止については、小中学校の安全教室も

含めて、しっかりと啓発をしていきたい

というお話でありました。最近、特にこ

の点につきましては、お願いをしたいな

と思っておりましたところでございます

ので、夜なんか特に２人乗りで、無灯火

で走るんですね。若い小学校、中学校の

子どもさんは元気がいいですので、物す

ごいスピードでカーブを曲がってきたり

とか、飛び出してきたりとかありまして、

自転車で当たられてけがをする高齢者の

方が、すごくふえているということでよ

く聞くんです。今までの考え方ですと、

自動車だったら大変だけれども、バイク

だったら大変だけれども、自転車だった

らもう仕方がないわという、問えないと

いうような意識が、被害者の側にもある

ようで、そのままにしている場合も、ケー

スも多くて、あとそれが随分長い間治療
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に通わないといけないというような状況

になっている方も何件か聞いております

し、いざとなって、それで生活に不具合

が生じた場合、どうしてくれるんだとい

うことになってでも、言っていくとこが

ないという悲惨なこともございまして、

何とか子どもさんの自転車、それは大人

も含めて、保護者の方も含めて、事故防

止に対するモラルの向上というものを、

しっかりと取り組んでいただきまして、

やはり市民の方に広く、他市では自転車

の交通規則ですよね、自転車も実は車な

んですよというようなんで、ホームペー

ジで物すごく詳しく、わかりやすく表示

しているところもありまして、ああ罰金

もあるんだと、こういう法規で、きちっ

と刑罰もあるんだというふうなことまで

知らない人も多いですし、やはり今なん

か特に携帯をかけながら、もううつむい

て、すごいスピードで走ってこられて、

私なんか、もう本当にどきっとして、ぶ

つからなくてよかったなと思うことがた

びたびありますので、やはりそういった

内容についても、しっかりと意識向上の

ために、より効果的な交通安全意識の啓

発の運動に提言もまたしていただきなが

ら、努めていただきますように、よろし

くお願いします。要望とさせていただき

ます。

　あと、公園の遊具と、それから公園施

設整備事業について、あわせてお聞かせ

をいただいたと思うんですけれども。ま

ず、公園遊具取替事業につきましては、

以前にも要望させていただいたと思うん

ですけれども、遊具取替の状況というの

が、目視で交換をしていくということで、

個人の感覚に任せているということで前

回お答えをいただきました。専門家に頼

むとすごく高いのでというお話も、その

ときいただきましたので、この財政状況

の中では、大変厳しいことだと思います

し、できれば長い経験を持っておられる、

こういった作業に従事しておられる方の

意見等を、また庁内の、やはりいろんな

方の意見をあわせて、他市ではたしかそ

ういったものがないというふうには聞い

ておりますので、摂津市が、安心安全の

まちづくりということで、市長も銘打っ

て、さまざまな施策を本年も実施をされ

ておる中でありますので、公園遊具とい

うのは、特に子どもさんがけがをされた

場合なんか、大きくやはりニュースなん

かでも近年取り上げられるようになって

おりますので、そういった市民の方に大

変な思いをおかけすることがないように、

その前に本市独自の安全基準というもの

を策定をしていただいて、何とかこういっ

た安全で、かつ安心して遊具を利用でき

るようにという思いで、取替事業をやっ

ていただいていることが、さらにしっか

りと効果を発揮するように、本市独自の

安全基準の作成を早期に実現していただ

きますように、これは重ねて要望させて

いただきますので、よろしくお願いいた

します。

　あと、公園施設整備事業で、今、いろ

んなお話をお聞かせをいただきましたけ

れども、やはり安全面で配慮して、遊具

等々、中を取替えたり、整備をしたりと

かすることは考えいただいていると思う

んですけれども、たしかこの予算概要の

公園施設整備事業の中には、フェンスの

設置とかというのもいろいろ入ってたと

思うんですけれども。この点については

どのようにお考えであるのか。といいま

すのは、砂場の周囲にフェンスをやっぱ

りつけてもらいたいという、つけてある

公園を見て、やっぱり非常にきれいであ

るというふうに感じたということで、こ

の前もお願いしましたとき、結構費用が
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かかるということもお聞きしているんで

すけれども、また地元のご協力も得てと

いうようなお話も聞いているんですけれ

ども、そういったことが必要であれば、

呼びかけ等も可能であるのかどうかとい

うことと、そのフェンスの設置について、

今後、できるだけ最初は砂場に特化して

でも結構ですので、子どもと保護者の方

が一緒に遊ぶ砂場を、安全なものにして

いただきたいということで、砂場の周辺

のフェンスの設置については、どのよう

にお考えであるのか、この点についてだ

けを、もう一度お聞かせいただきたいと

思いますので、よろしくお願いします。

○山本靖一委員長　野畑参事。

○野畑土木下水道部参事　砂場の周りの

フェンスの関係なんでございますけれど、

摂津市内では１か所だけつけさせてもらっ

ているところがあります。場所は鳥山公

園でございます。一遍試しにつけてみた

んですけれど、確かに皆さん方がつけた

ときに言われるんですけれど、何か子ど

もがおりの中に入っているような感じが

するなというのがありまして、何か見た

感じは余りいい感じじゃないんで。ただ、

大阪市内へ行きますと、確かに公園は皆

フェンスで囲まれています。そういう形

でやっておられますので、どちらがいい

んかというのもあるんですけれど、皆さ

ん方の要望が強い箇所につきましては、

今後つけていくような形で考えていきた

いと思っております。よろしくお願いし

ます。

○山本靖一委員長　本保委員。

○本保委員　今、お答えをいただきまし

たけれども、おりの中みたいということ

で、逆に今なんかは、犬なんかも散歩中、

公園で、放される方が結構あそこら辺な

んかあるみたいで。あそこの場合は鳥山

公園１か所で、大変砂もきれいなんです

ね。お母さんとか子どもさんとか遊ばれ

る時間に、何人か若い方がいらっしゃる

時間をねらって行かせていただいて、何

度か意見を聞かせていただいたんですけ

ど、どうですかということでね。やっぱ

り、外から来るそういった動物とかに対

してでも、子どもさんが小さい場合でし

たら、ぱんと当たられただけで、けがを

するというようなことがあったり、かま

れたりとかいうことでは大変ですので、

安心ですということもありましたね。見

た目も、色が大変きれいにあそこはつけ

ていただいているので、見た目もすごく

いいので、うちもあんなふうにしてもら

えないかというようなご要望も、結構聞

いているんです。

　というのは、以前お願いしました砂場

の砂の交換をですね、ひっくり返してふ

るいをかけて、雑物を取るだけでしたら

においがもうすごいひどいんですね。だ

から、かえてくださいということをお願

いしたことが以前あると思いますけれど

も、やっぱりフェンスがないと、犬なん

かを放しはると、もうそこへ走っていく

というような状況がありまして、危険で

あるというのと、やはり不衛生であると

いうのがありまして、あそこ鳥山公園１

か所しかないのにもかかわらず、あちこ

ちから、あれいいねという声で、うちも

なりませんかということで、どこに言っ

ていったらいいんですかとかいうような

声も聞いているわけであります。やっぱ

り子どもさんと保護者の皆さんが一緒に

遊ぶという場所、砂場が大体公園の中で

は、子どもさんが小さい場合は特に多い

と思いますので、こういう砂場に犬とか

猫なんかのふんがまじっていたり、異物

があったりとかという不衛生であること

を防ぐ、またあるいは危険から守るため

にも、フェンスで囲ってほしいという要
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望がたくさん寄せられておりますので、

財政的な面もあろうかと、このことは十

分承知をしておりますけど、計画的に施

策を講じていただいて、今後とも着実に

実現、まだ１か所ですので、着実に実現

と言ってもあれなんですが、計画性をしっ

かり持って、実現に取り組んでいただけ

ればと思いますので、ぜひよろしくお願

いします。要望といたします。ありがと

うございました。

　以上で終わります。

○山本靖一委員長　ほかに質疑はありま

せんか。

　原田委員。

○原田委員　まず最初に、歳入で道路占

用料についてお問いをいたします。計上

額９，５５０万円の内訳をお願いいたし

ます。

　委員長、先ほど資料の問題で出てたん

ですが、関連した質問は悪いことですか。

○山本靖一委員長　いや、結構です、質

問してください。

　原田委員。

○原田委員　それは後に回しまして、土

木費の国庫補助金として、都市再生地籍

調査が出されておりますが、これについ

て、ちょっと具体的などういうことにな

るのかお尋ねをいたします。

　市民プールの解体工事、先ほど野原委

員がお聞きになりましたが、私は、もう

ダブるということで省略をいたしたいの

ですが、プールの敷地の中にたくさん樹

木が植わっております。摂津市には緑が

少ないということで、公共施設に緑を配

置をして、大事に木を育ててきたわけで

ございますが、ひょっとすれば切ってし

まうんかなというようなことも、ちらち

ら頭の中にありますので。あの成長した

大きな樹木はどのようにしようとされて

いるのか、お尋ねいたします。

　続いて、番田水門の内水対策負担金と

して５１３万円が計上されていますが、

工事完成後、今後どのように負担割合と

いうのが出てくるのか、お尋ねいたしま

す。

　それから、住宅の入居者負担金として

７２６万円が計上されていますが、ちょっ

と内訳をお願いいたします。

　河川環境整備工事委託金として６００

万円が計上されていますが、これも内容

をお尋ねいたします。

　以前から、いわゆる駐車場の自動化と

いうことを提唱しておったんですが、検

討していきたいということであったんで

すが、１９年度にはそのことがどのよう

に生かされているのかお尋ねいたします。

　それで、土木維持作業業務委託料とし

て４，８００万円が計上されて、従前よ

り１，０００万円が計上されました。半

面、公園管理費として先ほどご説明があ

りましたように２，２２０万円余りが減

額されています。この状況はどういうふ

うになっていくのか、お尋ねをいたした

いと思います。

　以上です。

○山本靖一委員長　長野参事。

○長野都市整備部参事　それでは、３点

目の市民プール解体工事に絡みます樹木

の件と、５点目の住宅の入居者負担金７

２６万円の内訳ということでございます

けれども、今回の解体工事には樹木の移

設などの費用は含まれてございません。

建築物の敷地の緑化につきましては、ヒー

トアイランド現象の緩和や、潤いと安ら

ぎのまちづくりといったことから、昨年

の４月１日から大阪府におきまして、一

定規模以上の建築物敷地の緑化が義務づ

けられており、緑化の必要性につきまし

ては、十分認識しているところでござい

ます。委員ご指摘のとおり、市民プール
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の、特に隣接の製薬会社に並行したとこ

ろにつきましては、樹齢３０年以上の樹

木が並んでおります。これらの樹木につ

きましては、今後、事業を進める中で、

本体事業までちょっと時間の猶予があり

ますので、専門家の意見も参考にしなが

ら、コスト等の費用対効果を考え、市営

住宅にシンボル的に植えるとかの方法も

含めて、種々検討してまいりたいと考え

ておりますので、よろしくお願いいたし

ます。

　それと、歳入の入居者負担金でござい

ますけれども、これは、いわゆるマンショ

ンでいいますと共益費に当たる部分でご

ざいまして、毎月５，５００円、対象は

一津屋の第１、第２団地の１１０戸でご

ざいまして、５，５００円掛ける１１０

戸の１２か月ということで７２６万円で

計上しております。

○山本靖一委員長　藤井参事。

○藤井土木下水道部参事　それでは、道

路占用料の歳入の方の９，５５０万円の

内容についてでございますが、９，５５

０万円の内訳といたしましては、大きく

は関西電力ほか３０社からの道路占用料

を予定しておりまして、その主な内訳と

いたしましては、関西電力株式会社の電

柱や地下埋におけます電線等の占用料が、

約３，５００万円です。ＮＴＴの電柱や

地下に設ける電線などの占用料が、約２，

４００万円です。大阪ガスのガス管等の

占用料が、約２，４００万円です。あと、

二次占用といたしまして、ケイ・オプティ

コムの通信ケーブル、これは光ケーブル

等の通信ケーブルでございますが、この

占用料がおよそですが１８１万円程度で

ございます。そのトータル合計が９，５

５０万円というような内容になっており

ます。

　続きまして、２番目の国庫補助金、地

籍調査の３００万円の内容ということで

ございますけれども、この国庫補助金に

つきましては、平成１８年度から本市に

おきまして取り組みまして、対象となり

ますのは全市域でございます。地籍調査

でございますので、当然、摂津市行政区

域のすべての地籍を定めようということ

で、このことにつきましては全国的にやっ

ておるわけなんですけれども、あくまで

も地籍を調べるということでして、大阪

府におきましては、全国ワースト１クラ

スで、パーセントにしましてわずか２％

程度しか進んでないということの指摘を

受けまして、１８年度から摂津市が取り

組みましたのは、官民境界を先行型で進

めることにおいても国費を補助しましょ

うと。５０％の補助です。あわせもって、

４分の１、２５％ですが、これも大阪府

から補助しましょうということで、官民

先行型もオーケーということになりまし

たので、１８年度から補助対象事業費６

００万円という形で取り組んでおる次第

でございます。１８年度の実績としまし

ては、桜町、約８ヘクタール、１９年度

の予定といたしまして、今のところ昭和

園地区を考えておるものでございます。

その内容が国庫補助金の３００万円の内

容でございます。

　それから、続きまして河川環境整備工

事委託金ということでございますけれど

も、このことにつきましては、大阪府河

川、安威川、大正川、山田川、正雀川分

水路の草刈り工事の内容でございまして、

１回刈りにつきましては大阪府からの工

事委託金をもらって、１回刈っていくと。

あともう２回につきましては市単独事業

で、河川の草刈り工事を行う整備工事費

用になっておるのが内容でございます。

○山本靖一委員長　宮川次長。

○宮川土木下水道部次長　土木維持作業

－ 40 －



業務委託料で１，０００万円増になると

いうことで、公園の方で約２，２００万

円ほどが減になっていると。今後の状況

はどうなのかというお話です。今現在、

冒頭に申し上げましたように、合特法の

関係がございます。その法の補償問題解

消に向けていろいろ取り組んでいる状況

にありますけれども、予算上で考えてお

りますのは、公園ごみ、この部分を廃止

することによりまして、その作業形態を

土木維持作業の方に移行すると。この流

れの中におきましては、今現状の中で土

木維持作業、やはり公園の広範囲にわた

ります除草ですとか、あるいは遊具の塗

装、あるいは遊具のちょっとした補修、

こういうあたりの作業も行っているのが

現状でございます。ですから、そういう

ふうな流れを踏まえた中で、そういう公

園のごみもあわせて回収してまいると。

ただ、維持作業にあわせた回収ではなく、

今後、公園等々協議していかなければな

りませんけれども、従前どおりの定期的

な形でのごみ収集を行ってまいりたいな

と。ただ、１９年度はその取っかかりで

ございますから、１９年度の状況を見もっ

て、作業の流れがどうすればスムーズに

流れるか、作業を進めるごとに、その検

討をしてまいりたいなと、このように考

えております。

○山本靖一委員長　水田参事。

○水田土木下水道部参事　駐車場の自動

化で、１９年度がどうなのかということ

でございます。駐車場ですので、自動車

とそれから自転車というふうに考えます

と、まず自転車も自動ゲートというのが

ございますので、当然、今回、千里丘第

１自転車駐車場が自動ゲートになります

れば、ある程度その辺の状況も確認でき

るかなと。ただ、施設的には、やはりフォ

ルテ摂津の地下の自転車駐車場なんかで

は、上が住居になっておりますので、や

はり自動化にしますと、費用そのものに

ついても人件費がかなり削減されるんで

ありますが、やはりその辺の防犯的なも

のを含めた対応もあるんで、施設的に見

ていけば、ある程度慎重に対応していか

なあかんところもあります。

　自動車につきましては、フォルテ摂津

の地下の自動車駐車場、それからモノレー

ル南摂津駅の自動車駐車場がございます。

もちろんモノレール摂津駅もありますが、

フォルテ摂津の地下の自動車につきまし

ては、やはりそういう施設的な建物から

いきますと、なかなか難しいところでご

ざいますけれども、自動化にできるとす

れば、南摂津駅の高架下の自動車駐車場

が可能ではないかなということは、この

前からちょっと考えております。ただ、

自動化を行いますと、やはり精算機ある

いはカーゲート、いろんな設備投資が当

然出てくるわけでございます。今現在、

有人でもって対応してるんですけれども、

その辺の分も含めますと、なかなか費用

もかさむんではないかなと。ただ、その

ための、やはりそういう使用料の増加も

見込んでいかなければならないかと思い

ますので、現在、南摂津駅におきまして

は、民間の駐車場の料金体系から見ます

と、なかなか使用が減少している状況で

ございます。ですから、やっぱりそうい

う方の絡みもございますので、設置が可

能かどうかといえば、南摂津駅の自動車

の駐車場は、自動化は可能かなというふ

うには考えております。

○山本靖一委員長　石川課長。

○石川下水道業務課長　４番目の、番田

水門の内水対策負担金で、完成後の負担

割合はどうなるのかというご質問だった

かと思います。番田水門の内水対策事業

として、今現在、安威川左岸ポンプ、こ
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れは流域下水道事業として取り組んでお

ります。さらに三箇牧ポンプ場、これは

農林事業として取り組んでおります。さ

らに浜町で行っておりますかさ上げ工事、

こういった事業の負担割合としては既に

決まっております。安威川左岸ポンプに

つきましては、摂津市負担分というのが

２４．７２％ということで、負担割合は

決まっておりますけれども、今後平成２

０年、当初２１年という予定で工事を進

めておりましたけれども、若干早まると

いう見通しで、平成２０年度には完成す

ると聞いております。当然、今後も事業

の進捗に伴いまして負担金もふえてまい

りますけれども、最終の負担額がどうな

るのか、ちょっと今現在把握しておりま

せん。それと、神安土地改良区に対する

負担金、先ほど申し上げました農林部局

で行う事業というのが、神安の方に負担

金として払っていくわけなんでございま

すけれども、こちらについての負担とい

うのも、平成１８年度で一応工事の方は

終わりますけども、今後、元金の償還等

が入ってまいりますので、また今後もふ

えてくるのかなと、こういうふうに考え

ております。

○山本靖一委員長　原田委員。

○原田委員　占用料、了解をいたしまし

た。これは、以前にもお聞きをいたして

おりますので、余り数字は変わっており

ませんし、改定もされていないというこ

とであります。そこで、先日、北海道で

地中に埋まっているガス管が老朽化をし

て、大きな事故がありました。そういう

ことで、大阪ガスにかなり占用していた

だいているわけですが、本市におけるガ

ス管の老朽化とか、あるいはもう取りか

えなきゃならないと、新設もされてます

けれども、もう古くからガスが入れられ

て、例えば地下水等によって管がさびて、

老朽化しているというような状況があろ

うかと思いますので、そういう調査を、

やはり占有者である摂津市がどのように

指導しているのか、まずそれを１点お聞

きしたいと思います。

　それから、これも去年だったと思いま

すが、横浜でトラックが何か積んでおっ

て、電線をひっかけまして、電柱が倒れ

まして、そして子どもが死亡した事故が

ございました。昨日、鳥飼小学校のとこ

ろの交差点で、それと同じ事故を起こし

ました。それで、あっこれはいかんな、

あした質問せないかんなということを感

じたわけですが、電柱あるいはＮＴＴ柱、

特に交差点部分における、先ほど言いま

したように、電柱に電線、あるいは線が

あるということで、これも占有者として

安全対策、あるいは電柱が倒れないよう

な形をちゃんと指導しておるのかどうか、

そういったいわゆる占用者に対しての指

導はどのようにされているのか、まずお

尋ねをいたします。

　それから、都市再生地籍調査でありま

すが、先日、桜町の方からお電話をいた

だきまして、官民の境界もできているの

に、それを建て売りを買ってしているの

に、また立ち会いをせえということで休

まなあかんということで、大変ご立腹さ

れていました。どういうことでっしゃろ

なと、また新たな開発か何かあるんと違

いますかとか言うてたんですが、実はこ

の内容やったんですね。あそこ、大建住

宅でありますが、既に開発された時点で

きちっと整備がされているわけですね。

そういうところについて、何も地籍調査

をする必要は私はないというふうに思っ

ております。むしろ、それ以外のところ

におけるいろんな地籍で、いわゆるトラ

ブっているようなところ、そういったと

ころを重点的に、こういった事業を充て
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ていく。こういうことの方が大事じゃな

いだろうかと感じるんですが、見解を賜

りたい。

　市民プールの樹木でございますが、ぜ

ひひとつ、木も泣かないように、緑を大

切にするという気持ちを十分しんしゃく

していただいて、切って、そして焼却場

で燃やしてしまうというようなことのな

いように、ひとつ木を大事にしていただ

いて、どこかに植えかえをする、あるい

はまた新しく建てたところにそれを使う

とかいうようなことを、ぜひひとつ検討

していただきたいと思います。これは要

望しておきます。

　番田水門につきましては、また後日、

いろいろ資料等々をいただければありが

たいと思います。内水対策の今後の負担

にあっては、そういうことでお尋ねいた

します。

　河川環境整備工事委託金６００万円。

これ、１回目は委託金でやると、２回目、

３回目は市の方でやりたいということで

ありますが、この予算をずっと見たんで

すが、ちょっと見当たらないので、もし

どっかにあるようだったら、どういう形

でされているのかお尋ねいたします。

　それから、土木維持作業の問題でござ

いますが、ただいま宮川次長のところに

所管がされているわけですが、私、公園

の管理を、下水道管理課が答えないかん

というようなことではいかんのじゃない

かと。あくまでも公園の管理については、

公園みどり課が責任を持ってしなきゃな

らない、こういうふうに私は感じるわけ

です。公園の方の予算を見ましたら全然

出てこないと。２，０００万円下がって

いると。こういうことではいけないと思

いますし、そういうことについて、公園

の担当としては、ちゃんと維持管理をす

ると、こういうことできちっと方針を出

していただいてやるということで、所管

はちゃんと公園みどり課で持っていただ

くというようにしていただいた方が、予

算も含めてするべきだというふうに感じ

るんですが、再度、見解を賜りたいと思

います。

　それから、この作業業務でありますが、

莫大な費用を充てて、実は１８年度、私

ども要望いたしておりまして、いわゆる

水路の安全柵の塗装をお願いしました。

一部やっていただきまして、冬場、乾期

等に続いてやってほしいという希望もあっ

たし、やろうという考えやったんですが、

やっていただけなかった、１９年度にな

ると思うんですが。その業務内容を見ま

すと、どういう仕事をしてるんやろなと。

この土木維持作業はね。聞きますと、い

ろいろと何か保育所の修繕やとか、いろ

いろなとこの幼稚園の修繕とか、そうい

うふうなことをされていると聞きました。

本来、土木維持作業の業務は、そういっ

た私が要望しているようなところの作業

を当然やるべきだというふうに感じるん

ですが、業務の内容が非常に不明確であ

ると。何でも屋みたいになっているんじゃ

ないかというような感じがするんですが、

どうでしょうか。所管について、前にも

ご提起を申し上げましたが、部内でどの

ように協議をされたのか、そして１９年

度どのようにしていこうとされているの

か、お尋ねいたします。

○山本靖一委員長　藤井参事。

○藤井土木下水道部参事　それでは、占

用関連で、ことしの１月１９日、新聞報

道では１９日になっておったわけなんで

すけれども、北海道北見市で、都市ガス

のガス漏れによりまして、死亡者が発生

したという、こういう教訓から、現在の

大阪ガスでは、どのように対応されてい

るかというお問いでございますけれども、
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現在、市内におけます都市ガス、大阪ガ

スでございますけれども、地下埋設管は

全延長で１９０．７キロございます。そ

のうち北海道ガスと同様のといいますか、

北海道ガスがガス漏れを起こしたガス管

と同様のねずみ鋳鉄管、これは新聞とか

テレビで報道されたねずみ鋳鉄管でござ

いますけれども、これは市域には５．９

キロメートルございます。こういうふう

な５．９キロメートル、むろん大阪ガス

におきましても、入れかえ計画を持って

おりまして、２０２０年までに入れかえ

をすべて行いますよという、以前から計

画を持っておったわけでございますけれ

ども、今回のこの北海道のガス事故を受

けまして、５年前倒しいたしまして、２

０１５年までにすべてポリエチレンの管

に入れかえますと、こういうふうに本市

の方は伺っております。

　もう１つ気になりますのは、そういう

ふうな漏れの点検でございます。これは、

ガス事業法におきましては、法定点検と

いたしましては４０か月に１回という形

で決まってはおるわけなんですけれども、

大阪ガスではそういうふうな区域を重点

的に１年に１回というように、今、法よ

りもかなり大きな頻度といいますか、こ

れを点検実施をいたしまして、漏れがな

いかということを点検してもらっている

ということで、道路管理者としましては、

そういうふうな内容で、１日でも早く漏

れの起こらないポリエチレン管にかえて

もらいますようにということで、要請を

しておるのが現実でございます。

　続きまして、昨年の１１月２日、横浜

市で、要するに電線をトラックがひっか

けまして、倒れまして、子どもが死亡さ

れたということの事故が報道されました。

こういうふうなことにつきましても、こ

れは北摂７市でも共同で、どういうふう

にしていこうかということを打ち合わせ

中でございますけれども、本市におきま

しては、ことしの１月３１日付で、占用

者であります関西電力及びＮＴＴに対し

まして、道路法施行令で定められており

ます横過基準、といいますのは、すべて

施行令によりますと５メートル以上。や

むを得ない場合におきましては４メート

ル５０以上という形で定まっている内容

を大至急点検しなさいということで通知

しておりまして、その回答期限が３月１

５日ということになっておりまして、現

時点で確かめております内容としまして

は、関西電力におきましては、むろんで

すけれども、関西電力そのものの線につ

きましては５メートル以上は十分にクリ

アしております。ただ、その関西電力の

電柱に添架しております電線ですね、そ

の中には、一応関西電力と契約事項を持っ

て、本市におきましても二次占用を提出

しております、先ほども占用の中で申し

上げさせていただきました例えば光ケー

ブルであるとか、共聴アンテナであると

かいうようなことにつきましては、すべ

て正常な位置にあるわけなんですけれど

も、一番厄介でわからない部分といいま

すのは、不法占用物件でございます。一

番多く見受けられますのは、有線の電線

でございまして、このことにつきまして

は、関西電力の方におきましても、不法

占用を発見し次第、正常化しなさいよと、

契約もしなさい及び基準以上の高さにし

なさいよと指導を行ってますと、こうい

うふうな回答はもらっておるわけなんで

すけれども、いずれにしましても受け身

ではだめだということで、その辺の、関

西電力の電線ではないんですけれども、

そういうふうな調査も大至急してくださ

いと。場合によったら撤去の通告をして

くださいと。不法占用でございますので、
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というふうに、事故が起こってからでは

遅うございますので、そういうふうな対

応をしております。

　ＮＴＴにおきましても、これは皆さん

もご存じのように、ＮＴＴの線というの

は非常に低うございます。この辺につき

ましても、現時点で調査の内容をもらっ

ております。その中では、やむない場合

の４メートル５０も現実下回っていると

ころも見受けられまして、調査を順次進

めておりまして、それも場合によっては

４メートル５０、理由がないやつにつき

ましては５メートル以上という形に張り

かえいたします、という回答をもらって

おります。今後におきましての正規の規

定どおりになるようにということで措置

していき、事故を未然に防いでいくもの

であると、こう考えておりますので、よ

ろしくお願いいたします。

　それと、先ほどの地籍調査の、１８年

度何で桜町からやったんやと。これはも

う分譲住宅やないかと。そういうふうな

分筆地を買うて、それを今さら何をして

るんだと、こういうふうな苦情があった

と、こういうふうなお問いでございます

けれども、今回のこの地籍調査の大きい

ポイントと申し上げますのは、近年のこ

とでございまして、測量といいますのは、

やはり基準点というふうな形になる分の

位置がございます。そういうふうなこと

を座標と呼んでおるわけなんですけれど

も、その管理を多角点という形で、すべ

て各要所、要所のポイントで設けておる。

過去おのおのの、例えば家の境界である

とか、道路と大きい曲がっておるところ

の境界であるというところのポイントに

つきまして、明示のプレートで示してお

るわけなんですけれども、これは往々に

して動く可能性が非常に大きいものでご

ざいます。それを容易に戻すために多角

点ということがあるわけなんですけれど

も。さらに今の時代は、それを衛星座標

で管理しようという形で、大きいポイン

トとしましては、その座標の変換を衛星

座標に変えていってますよということを

受けまして、それに対しまして、かなり

昔から開発でやられたところについては、

確かにお住まいになっている方について

は、その辺は変わってないだろうと思わ

れているわけなんですけれども、そうい

うふうなプレート動向をきちっと座標で

管理していくのは、すべて済みますと、

すべて衛星で座標は管理できていくとい

うことを大きく目的にしております。こ

のことにつきましては、桜町全地域を、

今回やりましたところを説明会を行いま

して、柳田小学校の多目的ホールで、平

日の夜の７時から、それと日曜日の昼の

２時からやりまして、２回説明会を開催

いたしまして、かなり盛況にやっていき

ました。その説明会の中でも、私、先ほ

ど申し上げました、なぜ桜町をするんだ

と、こういうふうな内容を説明した内容

でございます。一定の理解は得られて入

らせてもらっていると、こういうふうに

思っておりましたので、多分その方は、

その辺が余り知らなかったのかなという

ふうに、私、今思いましたので、そうい

うふうな状況でございますので、よろし

くお願いいたします。

○山本靖一委員長　山口参事。

○山口下水道管理課参事　土木維持作業

の業務内容ということでございますが、

道路に関しましては、道路の清掃、そし

て側溝の清掃、安全柵の補修、塗装、除

草等を行っております。公園につきまし

ては、砂場の砂の補充、遊具の補修、清

掃、塗装、除草等を行っております。そ

れと水路に関しましては、スクリーンの

ごみ上げ、安全柵の補修、それと塗装、
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除草と清掃と大型ごみ等の撤去でござい

ます。その他に、仮置き場の分別作業、

それと他部局よりの依頼のあった土木関

係の仕事をしております。

　それと、水路の安全柵の塗装について

でございますが、委員おっしゃっている、

鳥飼小学校の南側の都市計画道路沿いの

分は１８年度に舗装はさせていただいて

おりますが、引き続いて西側でございま

すが、今、ちょうど錆び止め塗装等をし

て、引き続いてしている最中でございま

すので、よろしくお願いいたします。

○山本靖一委員長　山脇部長。

○山脇土木下水道部長　土木維持業務に

関して、何で公園みどり課長が答弁しな

いのかという、この件についてでござい

ますけれども、冒頭時間をいただいて、

１９年度の予算措置についてご報告いた

しました。この従前より代替業務で行っ

ておりましたのは、収集された公園ごみ

の収集業務、またバス停のごみ、また不

法投棄分、これらの収集業務を代替業務

で行わせていただいておりました。公園

内の管理業務につきましては公園の方か

ら、シルバー人材センターの方に業務委

託をされ、かつそれのごみの収集された

ものを、公園の入り口に置いておくとい

う業務は、公園で行っております。

　今回、代替業務につきまして、期間が

定めてなかったということで、鋭意業者

と協議を行った中で、そのリミットが１

８年度で終えるということまで、協議を

一定してきました。その中で、１９年度

の予算におきましては、公園の入り口に

ビニール袋等で収集されたごみの収集業

務を新たに代替業務から外しまして、土

木維持作業業務の方に充てたいと、こう

いうふうな予算の予定をいたしておると

ころでございます。

○山本靖一委員長　藤井参事。

○藤井土木下水道部参事　すいません、

漏れておりました。河川環境整備工事委

託金、歳入６００万円。これどこにある

のかと、こういう内容でございますけれ

ども、予算書の１６３ページ及び概要の

８７ページでございます。

　内容といたしましては、予算書の１６

３ページ、道路維持費、委託料、市内環

境維持業務委託料１，４２３万１，００

０円、これが草刈り工事の内容でござい

まして、内容といたしましては、私ども

の方が国土交通省の道路を占用させてい

ただきまして、認定道路としております

南別府鳥飼上線のうちの、道路から、当

然河川堤防に面したところを道路として

占用しておりますので、どういうふうな

ところをやっているのかといいましたら、

河川堤防の一番下、外の一番下の部分に

なります１メートル部分におきましては、

これは道路が草刈りしいやと、こういう

ふうに言われております。それから、淀

川右岸線ほか１路線につきましても同様

でございます。こういうふうなところの

草刈りに、南別府鳥飼上線の草刈り工事

といたしまして、予算の内訳といたしま

して、およそ３５万円。それから、淀川

右岸線ほか１路線という形で３５０万円。

先ほど私、申し上げました府河川でござ

います安威川、大正川、山田川、正雀川

分水路の４河川の草刈り工事につきまし

て、１，０３８万１，０００円。トータ

ル１，４２３万１，０００円という内訳

になっております。

○山本靖一委員長　暫時休憩します。

（午後２時４６分　休憩）

（午後２時４７分　再開）

○山本靖一委員長　再開します。

　原田委員。

○原田委員　まず、占用について、しっ

かりと大阪ガス、あるいは関電、ＮＴＴ
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に指導していただいて、市民が安心をし

て通行ができるように、あるいは生活が

営めるように、取り組みを強めていただ

きたいことを、これは要望しておきます。

　河川環境整備工事委託金の方ですが、

そういたしますと、先ほどのご答弁で、

府からいただいている６００万円に市は

４３０万円を追加して、それで事業を執

行しているということであります。もち

ろん摂津市域内のことですから、市も持

てやということでありますが、府の河川

の管理についてうちがやる。そりゃ持ち

つ、持たれつというようなことはあると

思うんですが、もう少し要望されたらど

うでしょうか。その辺、厳しい財政状況

でありますので、負担割合が決められて

いるということであればいいですけれど

も、どうでしょうか、お考えをお聞きを

いたしたいと思います。

　水路の安全柵の作業の問題ですが、や

はり延長、水路の安全柵の延長はたくさ

んあるわけですね。うち、鳥飼下だけじゃ

なしに、市内全域にそういうのがありま

すので、やはり行政を公平に享受できる、

こういう立場から、やはり多少の実施時

期のおくれはあったといたしましても、

来年になったら皆やっていただけるねん

という感じですけれど、あの状況でいた

しますと、何十年かかるんちゃうかなと

いうようなきらいもいたしまして、でき

たら１９年度内に、市域のほとんどが、

やはり美しいというか、非常に環境にい

いというようなことで、ぜひ取り組んで

いただけないのかと、こういうふうに考

えております。

　業務内容はいろいろあるということで

ありますが、特に公園等につきましては、

市の直営の車もごみの収集に走っており

ますし、これは週２回、必ずその地域を

回っておりますので、それらにお願いを

するということをすれば、こういう費用

は計上しなくてもいけるわけですから、

そういったことを、やっぱり内部で調整

をするということで、１，０００万円は

もう既にぽんと上乗せをされているとい

うことであります。結局、ごみ収集委託

料も払わなければならないということで、

二重とは言いませんけれども、経費の節

減になってくるのかどうか。やはり経費

の節減を考えなきゃならないというふう

にも感じるわけですが、再度ご答弁をい

ただきたいと思います。

　地籍調査の分につきまして、私は、ど

うもやりやすいというか、余り問題のな

いところを選ばれたなというふうに感じ

たわけです。もう既に官民境界がきちっ

とできているところにそういうことをや

られたと。むしろ、市内の中には、先ほ

ど申し上げましたように、官民のわから

ないというようなところがたくさんござ

いますし、そういったところを、今の国

からの補助金、これを有効的に使うとい

うことの方が、大事であろうというふう

に考えておりますので、ぜひ１９年度は

そういうことで取り組んでいただけない

でしょうか、再度お聞きをいたしたいと

思います。それだけお願いします。

○山本靖一委員長　山脇部長。

○山脇土木下水道部長　先ほどの代替業

務の公園ごみの件でございますけれども、

代替業務の公園ごみにつきましては、約

２，２００万円を今日まで発注していた

わけでございますけれども、今回、従前

行っておりました市内収集業者が、ごみ

収集業務の方にシフトがえするというこ

との中で、従前行ってましたごみ収集の

業務を、私どもいろいろ精査いたしまし

た。そんな中で、公園の部分ですけれど

も、とりわけ公園の部分ですけれども、

できるだけごみ箱を置かないようなやり
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方で、公園利用者以外の方の利用をでき

るだけ防ぐということで、ごみ箱の設置

を、これから周辺の自治会に協力をいた

だきながら進めてまいりたいなと思って

おります。

　また、いろいろ業務の中の見直しをし

た中で、２，２００万円を約半分１，０

００万円にいたしました。確かに委員おっ

しゃるように、従前２，２００万円が１，

０００万円減った、その分は環境センター

の方のごみ収集業務に入っているじゃな

いか、これに２，０００万円、これも約

２，１００万円ぐらいですか、そちらの

分になるんですけれども、今後のことを

考えれば、例えば環境業務課におきまし

ても、今現在アルバイトでおられている

ところの部分に、この従前行っておりま

したし尿収集業者がかわっていくことを

前提に、従前から職員を採用されていな

いということを聞いておりますので、ま

た職員の定数減、また現業職員の退職不

補充、いろんなこれからの問題がありま

すので、そこらのところで私どもといた

しましたら、我が土木下水道部としたら、

やはり２，２００万円を１，０００万円

近く減らして、また環境業務課の方でも

それなりの職員を減らすことによって、

その経費がだんだん削除に向かう方向に

なっていくんではないかと、こういうふ

うに思っております。ただ、先ほど委員

がおっしゃった、公園の車ででも行ける

じゃないかということについては、これ

からまた十分考えてみたいと、こういう

ふうに思っています。

○山本靖一委員長　藤井参事。

○藤井土木下水道部参事　府河川である

から、府にやってもうたらいいんじゃな

いのかというお問いでございます。確か

におっしゃるとおりでございます。ただ、

大阪府と本市との間で、どういうふうに

うまく活用されているかと申し上げます

と、ご存じのように、市役所の真裏の大

正川の堤防の真上も自転車、歩行者道専

用と位置づけております。かなり認定道

路という形で位置づけているところも多

うございます。というふうな関係で、や

はり堤防の上も、市も利用しているよと

いうことの、かねてからの申し合わせで

はないんですけれども、そういうふうに

府も助かっておるのは事実でございます。

しかし、市内道路も助かっておるという

事実もございます。というふうな連携か

ら、河川というのは別に草が生えておっ

てもいいんだ、だから府は自前で刈って

も１回刈りなんですよというのが、これ

は大阪府の河川の言い分でございます。

ということで、本市におきまして、道路

に利用しておるということから、市費を

持ち出して、草刈りをしておるのが実情

でございます。ただ、この件につきまし

ては、茨木土木事務所には要望していき

たいと考えております。

　続きまして、地籍調査のことについて、

先ほど私、申し上げましたように、大き

い目標は地球座標にかえていく。簡単に

申し上げまして多角点が多く入っている

ところを地球座標にかえていくというと

ころでございます。ただ、旧字限と申し

上げますか、そういうふうなところにつ

いての多角点測量等については、きちっ

とすべてまだ入ってないところもござい

ます。というようなところから、なかな

かそういうふうなところに入っていけな

いところがございます。ですので、まず

は座標点が衛星座標にかえられていくと

ころを、順次目指していきたいとこう考

えておりますので、ご理解よろしくお願

いいたします。

○山本靖一委員長　木村委員。

○木村委員　合特法の関係で質問が出て、
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山脇部長の方で、資料がちょっと今すぐ

出せないという形で、後日出してもらう

ということになるんですけれども、野原

委員なり、あるいは本保委員の方からも、

その問題については資料が出た段階でと

いう申し出もありますし、そういう点で

は、合特法の問題については、ちょっと

部長、承知はしてはるやろうけども、今

日まで業者とずっと交渉されてきている

助役に、一遍次の議論をする場では、資

料が出て我々が議論する場には、助役も

出てもらうということにしないと、ちょっ

とやっぱり理解はしにくいと思うんです

よ。

　とにかく合特法の出た根拠というのは、

やはり当時の同和地区の皆さん方の雇用

確保という形でスタートして、現在、同

和対策については特別措置法も期限が切

れましたし、基本法も切れましたしとい

う中で、合特法だけが何かいつまでも期

限がないような感じがしますし、法であ

る以上は、やはり期限があるはずですか

ら、その辺のことを詳しく説明してもら

うためには、ぜひ助役の方にも、委員長、

その審議をする場には出てもらうという

ことの要請をしたいと思います。

○山本靖一委員長　要請するようにして

いきたいと思います。

　暫時休憩します。

（午後２時５７分　休憩）

（午後３時２８分　再開）

○山本靖一委員長　再開します。

　木村委員。

○木村委員　先ほど、私の考えを言った

んですが、助役、その辺の経過がまだわ

かっておられないと思いますんで、若干、

経過を申し上げますと、合特法の出てき

た背景というのは、やはりこれは同和地

域の皆さん方の雇用の確保という形で、

合特法がスタートしたと思うんですね。

一方、同和対策については特別措置法の

期限が切れて、基本法に変わって、その

基本法も切れて、もう今、法としてはも

うないわけですね。そういう中で、この

合特法だけが、これいつまで存在するん

かなということを懸念します。やっぱり

法である以上は、やはりそういう期限等

もあろうかと思うんですけれども、その

辺の経過について、一遍助役に聞かせて

もらいたいと思いますし、これ、摂津市

の公共下水がほぼ九十数パーセントまで

普及率が上がってきて、これから以後、

そういう仕事がどんどん減っていってし

まうということで、永遠に、これ永久的

にそういう業務の補償をしていくという

ことになってくるんかね、その辺のこと

について助役の方から、一遍ご答弁願い

たいと思います。

○山本靖一委員長　小野助役。

○小野助役　以前からそういう指摘をい

ただいておりまして、私ども、市長もそ

ういう考え方を持っております。それで、

その経過についていろいろ調べてみたん

ですが、この法律は昭和５０年５月に、

当時の衆議院の社会労働委員会の委員長

の起草案でもって提案がされておりまし

て、それでそのときの状況はどういうこ

とを言っておるかといいますと、下水道

の緊急かつ計画的な整備を促進している

状況にかんがみまして、この委員長草案

は、一般廃棄物処理業者が下水道の整備

等における著しい影響を緩和し、あわせ

てその経営の近代化及び規模の適正化を

図るため、市町村が合理化計画、事業計

画を定め、その業務の安定と廃棄物の適

正な処理を図るとするものであると、こ

ういうふうに述べております。

　それで、私どもは、この形の中で、合

特法をどう読むのかということで、いろ

いろその業界とも話をいたしました。私
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どもが言っておるのは、あくまでもここ

の５０年５月の公布は、一般廃棄物処理

業者というのは、市町村の委託を受けた

し尿処理業、浄化槽清掃業を一般廃棄物

処理業と定義いたしておりますが、その

際に、一般廃棄物処理業者は、合理化の

事業計画の定めるところにより、事業転

換をするときはということになりますの

で、本市は合理化の事業計画は定めてお

らないということを申し上げてまいりま

した。そして、このことについては昭和

６０年のこの一部改正の際にも、全国１

市も、合理化事業計画を定めた市町村は

ないということであります。

　したがいまして、今日まで、この合理

化事業計画を定めておらないので、基本

的にはこの法によるところの救済といい

ますか、そういうものは私どもは負って

おらないんではないか、というふうに言っ

てきた経過がございます。ただ、し尿の

収集の車のそのものが、やはりこれを廃

業したときにどこにも持っていけないと

いうことがありますので、やはり耐用年

数、５年なり６年あります。それに雇用

されておられる方、やはり市にそれだけ

の協力をしてもらったわけですから、一

定その方たちが転業するという期間が要

るだろうと。

　したがって、私どもが提案した中身か

ら、一応５年ということを置きたいと。

これすらも、私ども議会全体の中では、

なかなか難しい状況である中、市の方向

で打ち出しをしたいということを申し上

げてまいりました。

　ただ、業界としては、茨木にしろ高槻

にしろ、そういうことを聞いた話は全く

ないと。合特法によって、もっと長期ス

パンで仕事をもらっておる中で、摂津市

の言われることについては、なかなか納

得しがたいということの経過がございま

した。しかし、今申し上げてますように、

この合理化の事業計画は今日まで、どち

らの方の責任云々はあるなしにかかわら

ず、現実に結局定めておらない。私の予

測をすれば、この事業計画を定めること

によって、そこが決まってくるんではな

いかと。それが定まっておらない中では、

他市がやっておるから本市もということ

では、なかなかなり得ないということの

中身で、今日、いわゆる５年間の期限の

中で、一定の補償をさせていただくと。

　ただし、木本さんの問題は事実上終わっ

ておると。ただ、廃業されたところがご

ざいます。それは、あすからごみのし尿

の筒先を持たなければならないという状

況の中で、そのことに対する補償として、

一定の中身の５年ということを申し上げ

ました。既に一定、５年と言ってから入っ

ておりますから、今回予算の中でお願い

しておりますけども、現在、組合との、

まさしく最終調整といいますか、その段

階になっております。それで、現在の組

合交渉の中では、彼らが頑張ってきたこ

とは私どもは認めておりますし、市民と

の関係も非常に良好であると。本会議で

申し上げているように、府下的にも、こ

のごみ減量はナンバー１まで頑張ってく

れたということは、十分承知しておりま

す。それで、見切り発車は、私の判断で

は今はすべきでないと。見切りをいたし

ますと、市民の方々に迷惑をかけると。

木本さんにお願いするにしても、職員の

協力で一定のエリア、一定の地域でお願

いしていくわけでございますので、職員

の協力は不可欠であるということでもっ

て考えております。

　合特法そのものについては、私どもも

無制限にあるもんではないということと、

それからそういう合理化計画案が市の責

任なのか、業界の責任なのか、双方の責
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任だと思いますが、それを示しておらな

い、法に基づくところの合理化計画案を

出しておらない。それはないということ

の中で、市としての判断として５年とい

うことで、業界に申し上げてきたと、今

はその方向で動いておると。５年後は入

札ということも、あわせて申し上げてき

ました。これは泉興業さん、それから今

現在頑張ってもらっております摂津衛生、

三島衛生のトップの方にもお越し願いま

して、そういう方向については、もう既

にお願いと依頼をいたしたところでござ

います。

○山本靖一委員長　木村委員。

○木村委員　今日の摂津市の公共下水道

が九十数パーセントまで上がってきて、

それまでの間、し尿の処理について業界

の方にいろいろと頑張ってきてもらった

ということについては、私もその辺は大

いに評価をしたいと思うんですけれども。

　今、助役の話がありましたように、合

特法というものについて、法は法として、

業者の方との話し合いの中で、５年とい

うことを定められたということを聞いた

んですが、５年が妥当なのか、その辺は

私は、わかりましたということにはなり

ません。ですから、やはり少しでも早く

その辺の決着をつけるべきだと思います。

　以前に和歌山の元市長が、業界と対立

をされて、自分でパッカー車を運転され

たというような、そこまでやられた市長

もいらっしゃいます。そういう点では、

そういう法の、同和対策特別措置法、基

本法も切れていった中で、どこまでこれ

を引きずるんかということについては、

やっぱり市民の理解と了解が必要だと思

いますんで、私は、この５年というスパ

ンについては、若干、疑義を感じていま

す。そういう点で、今後、５年というこ

とはきっちりと、摂津市と業界の間で協

定ができておるということになれば、何

をか言わんでありますけれども、しかし、

その辺は短縮する努力を、今後もしていっ

てもらいたいなということで、これは要

望として置いておきます。

○山本靖一委員長　暫時休憩します。

（午後３時３８分　休憩）

（午後３時３９分　再開）

○山本靖一委員長　再開します。

　木村委員。

○木村委員　そうしましたら、もう１点

の、１６０ページの公共施設巡回バスの

問題。これは、各委員からいろいろと指

摘がありました。私は、やはり市長が思

い切ってこの市内巡回バスを運行された

ということは大いに評価をして、代表質

問でも取り上げたんですけれども、答弁

の中でも市長はおっしゃっていたように、

非常に利用率が低いということですね。

だから、このまま推移していってしまっ

て、やはり利用率が低いから試行とはい

え減便とか廃止ということになってしま

いますと、何のためにやったんだという

ことになってしまいますし、そういう点

では、やはり利用者の拡大をするという

ことの努力を、していかなければならな

いと思います。

　そういう点では、今、巡回バスの時間

表を見ましても、ふれあいの里が朝８時

２０分に出てしまいます。そうなると、

通勤、通学の方が利用できません。それ

でまた、帰ってくるときでも、例えば南

で言えば、南摂津のモノレールの駅、こ

こはもう４時２５分には終わってしまい

ます。そういうことになれば、まだその

時間帯はサラリーマンなりは仕事をされ

ておりますし、帰ってくるときに利用は

できないということになってしまいます。

　そういう点では、５便あるんですけれ

ども、中間の時間帯を省いてでも、朝に
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１便、それから夕方の方に１便ふやすと

いう形で、やっぱり利用者の拡大を図っ

ていくべきだと考えるんです。というの

は、やはり南千里丘というような大きな

プロジェクトで、新しい都市核をつくっ

ていくことも大変大事ですし、我々もこ

のことについて全面的に賛同しておりま

すけれども、しかし、新しいまちをつくっ

て、そこに市民もさることながら、やは

り従来からこの摂津市に住んでおられる

方が、やっぱり摂津のまちに住んでよかっ

たということにするためには、やはり交

通の利便性が最大の問題だと思うんです

ね。我々も市民の方からいろいろ聞くの

は、とりわけ鳥飼地域の茨木、高槻に接

する中心部から離れた地域の人たちは、

業者の方に、地下鉄が来るとか、あるい

はモノレールが来るとかいうことで、我々

期待をして来たけれども、結局、地下鉄

も来ない、モノレールも以前に、やはり

一津屋交差点から高槻までモノレールを

走らせたらどうかという意見があって、

そのことが不動産業者の方も、そのこと

をフルに活用しまして、モノレールが来

ますという形で、市民に対して住宅を売っ

ていったという経緯があって。その人た

ちは、やっぱりこれではだめだという形

で、出ていく人が多いですよということ

も聞きました。

　そういう点では、やはりそういう市民

の足を確保するということは、採算性と

いうこともありますけれども、ある程度

そういう採算性を度外視してでも、市民

の足を確保するということが、今一番大

事だと思います。

　そういう点では、この公共施設の市内

巡回バスというのは、大変大きな意味を

持ってますし、それを今のままで放置を

して、利用者が少ないままで続けていく

ことがいいのか、あるいは、やっぱり通

勤、通学のための朝の出勤、夕方の帰宅、

その利便性を高めるために、ダイヤの変

更等が可能ではないのか。当初は、やは

り循環バスとの競合を避けるとか、いろ

いろと説明を受けてますけれども、その

辺は工夫して、どうにでもなるとは言い

ませんけれども、改善は可能だと私は思っ

ています。

　その辺で、ダイヤの編成の変更等も含

めて、市の方でお考えがあるのか、一遍

お聞かせ願いたいと思います。

○山本靖一委員長　水田参事。

○水田土木下水道部参事　市内公共施設

巡回バスですけれども、利用の拡大を図

るための取り組みをどうしていくのかと

いう点でございます。まず、今の公共施

設巡回バスの位置づけとしましては、や

はり公共施設を回るというふうな、当初

のスタートであったと思います。なるほ

ど利用者を拡大するために、当然、アピー

ルも必要だと思いますし、今後、バス事

業者に対しても、調査しながら、その辺

の利用者の方の声、それから地域の方の、

利用されてない方の声も、当然聞いてい

かなければならないなと思います。

　市民の足の確保ということです。通勤、

通学の時間帯のダイヤということもおっ

しゃっておりますけれども、今、ご意見

いただいている分につきましては、当然

これから所管替えした後にバス会社とも、

当然交通対策課が協議に入っていかなけ

ればならないと思っております。もちろ

ん１年間の検証ということですので、こ

れが少ないから減便するとかということ

は、現時点でまだ考えておりませんけれ

ども、何とかそういうことにならないよ

うに、使い勝手のいいようなものにでき

るような形で、バス会社の知恵もかりな

がら、考えていきたいなということを、

現時点で考えております。
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○山本靖一委員長　木村委員。

○木村委員　私は、あえて、減便という

ことじゃなしに、今、走らせている便を

変更してでも、前と後ろに持ってきてほ

しいということを申し上げています。と

いうのは、やはり先ほど申し上げました

ように、本当に利用してもらおうと思っ

て、不便を感じてはるのは、やっぱり通

勤しておられる方、通学しておられる方

だと思うんです。それともう１つは、奥

さん方がお買い物に行かれる時間帯とい

うことを考えますと、ある程度、買い物

の場合は時間的な融通はできますし、朝、

昼から１便ずつあれば、十分それで私は

いけると思いますし、それよりも朝１便

ふやして、後の１便を後ろへ回すという

形をとっていったら、利用率は上がって

くると思います。１年間、今のままで、

１人、２人の乗降客を運んでいくのがい

いのか。やはり、早い時点から発想の転

換して、試行なんですから、やはり試行

段階の中でも、ダイヤの変更を考えてい

くということを考えるべきだと思うんで

すけれども、その辺はどうでしょう。

○山本靖一委員長　水田参事。

○水田土木下水道部参事　おっしゃると

おりでございます。試行中でございます

ので、近鉄バスの市内循環バスにつきま

しては認可路線のバスでございまして、

なかなかその変更については、期間を要

するということであります。公共施設巡

回バスにつきましては、市独自の行政型

の主導でやっておりますので、警察の協

議、あるいは道路管理者の協議で可能な

ところもございます。市内循環バスも当

然ですけれども、通勤、通学者の利用拡

大ということであれば、当然、その昼間

時の利用の少ないところを減便してでも

回すというのも、よく承知しております。

　おっしゃっているように、利用の少な

いところを、利用の多いと予想されると

ころへ回すと、回したらどうかというこ

とでございます。これもこれからバス会

社に申し上げている材料になるかなと思っ

ておりますので、それも含めて、これか

らちょっと４月以降、当然、バス事業者

との協議も入っておりますので、申し入

れていきたいと思います。

○山本靖一委員長　木村委員。

○木村委員　便数をふやすということに

なれば、車両の問題とか人の問題が出て

きますからね、やはり会社としては、やっ

ぱり具合悪いと思うんです。ですから、

私が申し上げているように、１つ削って

でもふやしてもらう。２つ削ってでもふ

やしてもらうという形をとっていっても

らう。

　それと、もう１つは、やっぱり元阪急

バスに勤められた委員長が先ほどおっしゃっ

たんですけれども、丹波篠山の方で、そ

ういう非常に成功した例があるというこ

とも聞いてますし、その辺のことも十分

参考にしながら、やはり利用率の高まる

公共施設の巡回バスになるように要望し

て、終わっておきます。

○山本靖一委員長　ほかに質疑はありま

せんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○山本靖一委員長　以上で質疑を終わり

ます。

　暫時休憩します。

（午後３時４７分　休憩）

（午後３時４９分　再開）

○山本靖一委員長　再開します。

　議案第３１号の審査を行います。

　本件については補足説明を省略し、質

疑に入ります。

　質疑のある方はありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○山本靖一委員長　質疑なしと認め、質
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疑を終わります。

　本日の委員会はこの程度にとどめ、散

会したいと思います。

　ご苦労さまでした。

（午後３時５０分　散会）

委員会条例第２９条第１項の規定により

署名する。

建設常任委員長� 山 本 靖 一

建設常任委員 � 野 原 　 修
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